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ツ
ガ
ン
日
ヴ
ア
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
筋
線
論
争
の
一
考
察

佐
)~ 

は

し

治手

き

本
稿
の
課
題
は
、

ツ
ガ
シ
u
パ
ラ
ノ
ブ
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
「
崩
壊
論
争
」
に
お
い
て

論
争
に
登
場
し
た
諸
家
の
見
解
が
如
何
な
る
も

の
で
必
め
っ
た
か
、
如
何
な
る
論
点
が
問
題
と
な
り
、
ま
た
そ
の
論
点
に
対
し
て
如
何
な
る
解
決
が
試
み
ら
れ
た
か
、

を
明
ら
か
に
す
る
に

あ
る
。

一
九

O
四
年
の
ツ
ガ
シ
の
論
文
「
国
民
経
済
理
論
よ
り
見
た
資
本
制

秩
序
の
崩
壊
」
(
吋
社
会
科
学
お
よ
び
社
会
政
策
ア
ル
ヒ

l
フ
」
第
十
九
巻
り
に
は
じ
ま
り
、
ブ

l
ダ
シ
の
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
反
対

す
る
数
学
的
範
式
」

Q
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
」
第
ニ
五
巻
第
一
号
、
一
九

O
七
年
刊
そ
れ
に
対
す
る
ツ
ガ
シ
の
反
批
判
「
常
識
と
科
学
官
兵

一
九

O
入
年
)
、
パ
シ
ネ
ゴ
ェ
ク
の
ツ
ガ
シ
の

こ
こ
に
い
う
ツ
ガ
シ
礼
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
論

と
は
、

「
マ
ル
ク
ス
主

の
理
論
的
法

- 20ー

理
」
(
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
」
第
二
六
巻
第
一
号
、

礎
」
(
一
九

O
五
年
〉
に
対
す
る
批
判
「
ツ
ガ
シ
n
パ
ラ
ノ
ブ
ス
キ

l
氏
の
マ
ル
ク
ス
批
判
」
(
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
?
」
第
二
八
巻
第
一
号
、

一
九
一

O
年
)
、
お
よ
び
ツ
ガ
シ
の
「
現
代
社
会
主
義
論
」
〈
ロ

ν
ア
語
版
一
九

O
六
年
、
ド
イ
ツ
語
…
紘
一
九

O
八
お
と
、
そ
れ
に
さ
q
J

る

一
九

O
八
年
〉
に
い
た
る
一
系
列
の
論
文
で
行

カ
ク
ッ
キ
ー
の
批
判
「
窮
乏
化
と
崩
壊
い
(
吋
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
』
第
一
二
六
巻
第
二
号
、

わ
れ
た
論
争
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

「
崩
壊
論
争
」
史
に
お
け
る
ツ
ガ
ン
的
段
階
は
、

こ
の
論
争
に
お
け
る
第
一
a

段
階
た
る
カ
ク
ッ
キ
ー

i
iベ
ル

y
v
ュ
タ
イ
ン
論
争
に

後
続
し
、
後
半
の
ロ
ー
グ
ル
・
ク
セ
シ
ブ
ル
ク
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
ら
な
り
、

こ
の
論
争
の
特
色
あ
る
一
段
階
を
構
成
す
る
。
崩
壊
論
争

の
全
学
説
史
は
、

こ
の
段
階
の
具
体
的
な
解
明
な
し
に
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
持
な
い
。

ツ
ガ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
は
、

こ
れ
を
広
義
に
と
れ
ば
、
後
続
す
る
崩
壊
論
争
の
諸
家
の
見
解
の
中
に
、

四
民
穫
さ
れ
る
論
点
と

し
て
現
わ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
福
間
l
i
i
河
上
論
争
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
よ
述
の
諸
論
文
の
範
囲
内
に
問
題
を
限
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ツ
ガ
ン
羽
パ
一
7

ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
議
論
争
の
一
考
察

佐
官長

同
氏
窓
口
付

V
S江
由

)-pa富
山
内
向
W
M
U
-
-
同
門
田
匂
-
H
-

M
V担
HH
日営・
ω
4
『
oguコ
dp申
吋
}M
由。吋回、。同。
m
w
H
V
W
即日山田仲
U
0
4
1
0
H
Q
M
V
S
O
H
Mけ
-
V
O
H
M
品。ロ
H
U
4
u
-

。~H伊同
V
-
M
H
・

MMMV・
同

m
u
o
i
N
円
以
・

な
お
、
ツ
ガ
ン
を
中
必
と
せ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

利
関
佐
一
郎
、
ッ
ガ
ン
の
恐
慌
論
安
機
p
て
、
東
北
帝
国
大
学
研
究
停
戦
「
研
済
学
」

3
、
一
九
一
一
一
五
年
、
参
照
。

再
生
漆
論
争
}
市
中
心
と
す
る
論
争
史
に
つ
い
て
は
、

間
稔
、
再
生
産
を
め
戸
、
る
論
争
史
、
議
席
腿
「
資
本
論
の
解
明
」
第
一
一
一
分
情
、
参
照
。

我
が
閣
に
お
け
る
「
議
絞
れ
腕
壊
現
論
」
を
め
円
、
る
論
争
に
ワ
い
て
は
、

寺
島
一
夫
、
議
稜
論
の
観
免
に
お
け
る
現
代
日
本
、
議
文
関
線
「
経
済
制
貯
論
」
一
九
一
一
一
四
年
、
一
号
i
…
一
一
号
、
お
よ
び
第
一
一
一
号
の
附
録
、
参
照
。

拙
稿
、
ツ
ガ
ン
に
で
7

ノ
ア
ス
キ
ー
「
国
民
経
済
強
引
論
よ
り
え
た
資
本
制
秩
序
の
山
腕
壌
」
に
つ
い
て
、
北
海
道
大
学
「
経
涜
学
研
究
」
2
、
品
世
間
問
。

時同
M
O

∞吋
AWmww
品。
4
『出。。同
M
C
1
0
4
由H
1
3
J

(9) 

で
い
わ
ゆ
る
「
崩
壊
論
争
」
の
問
題
鈷

- 22-

い
わ
ゆ
る
「
崩
壊
論
争
」
は
、
十
九
世
紀
の
末
葉
、
資
本
主
義
の
独
占
段
階
、
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
段
階
へ
の
移
行
と
と
も
に
発
生
せ

る
「
修
正
主
義
」
と
「
正
統
派
」

マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
闘
争
の
一
産
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ツ
ガ
ン
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
を
汚
察
せ
ん
と

す
る
我
々
は
、
論
争
に
お
け
る
ツ
ガ
シ
の
地
位
、
問
題
提
起
の
必
然
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

ツ
ガ
シ
登
場
以
前
の
こ
の
論
争
の
経

過
を
二
ぬ
ふ
り
か
え
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
一
八
九
六
年
(
エ
ン
グ
ル
ス
が
死
ん
で
一
年
の
ち
)
以
来
、
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
」
誌
上
で
「
社
会
主
義
の
諸
問
題
」
匂
さ
ぴ
H
O
B
O

。2ω
。Ng
r
H
H
凶器

な
る
標
題
の
も
と
に
片
修
正
主
義
」
的
見
解
を
一
連
の
論
文
の
中
で
発
表
し
つ
つ
あ
っ
た
ベ
ル
シ
リ
V

A

タ
イ
ジ
は
、

一
八
九
八
年
十
月
一
一
一
日
か
ら
八
日
に
い
た
る

ν
ヲ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
「
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
々
大
会
」
の
席
上
へ
、
「
修
正
主
義
」
に
対

す
る
攻
撃
を
弁
明
す
る
た
め
の
二
設
問
を
送
っ
た
。
こ
の
「
弁
明
」
は
席
上
で
べ

1
ベ
ル
に
よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、



ベ
ル
y
v
V
A

タ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
、

!
i

々
が
ま
も
な
く
予
期
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
崩
壊
に
註
謝
し
て
い
る
と
い
う
見
解
、

お
よ
び
社
会
民
主
党
が
か
か

る
遁
り
来
る
社
会
的
大
破
局
唱
0
8
:
。N
E
0
5
g
5
u
y
o
と
い
う
見
透
し
に
よ
っ
て
そ
の
戦
術
を
決
定
し
た
り
、

こ
の
こ
と
こ
そ
私
の
全
面
的
に
譲
ら
な
い
点
で
あ
る
。
」

或
い
は
依
存
す

る
と
い
う
見
解
に
は
、
私
は
反
対
す
る
。

の
が
、
「
社
会
主
義
の
諸
前
提
と
社
会
民
主
党
の
諸
任

務
」
盟
ゆ

J
1
0
5
5
8符ロロ

mg円
四

g
ω
Q
N阿佐田
5
5
ロロ門日仏目。

kr民
間
m

沙
問
ロ
仏
時

ω
S
U
5
0
8
Q首相
E
0・
H
J
K
F
ロ
戸
同
∞

S
・
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ベ
ル
シ

ν
品
タ
イ
ン
の

「
見
解
の
基
礎
づ
け
に
捧
げ
ら
れ
た
」

本
書
に
お
い
て

ペ
ル

γν
品
タ
イ
ン
は
「
一
品
口
々
が
ま
も
な
く
予
期
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
崩
壊
に
直
面
し
て
い
る
と

い
う
見
解
な
反
駁
す
る
た
め
に

マ
ル
ク
ス
主
義
を
全
面
的
に

「
修
正
」

せ
ん
と
す
る
。

そ
し
て
、
特
に

「
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法

う
な
事
実
に
訴
え
る
。

す
な
わ
ち
、

恐
慌
の
「
資
本
主
義
へ
の
適
応
」
を
論
証
す
る
た
め
に
、
次
の
よ

「
世
界
市
場
の
強
力
な
空
間
的
拡
張
は
、
通
信
お
よ
び
運
輸
交
通
に
必
要
な
時
間
の
異
常
な
短
縮
と

- 23-

期
」
を
「
修
正
」
す
る
た
め
に
、
「
所
得
統
計
」
を
も
ち
出
し
た
り
、

結
び
つ
い
て
、
混
乱
調
整
の
可
能
性
を
大
い
に
増
進
ぜ
し
め
な
い
か
ど
う
か
、

ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
工
業
閣
の
驚
く
べ
き
ほ
ど
増
加
し

た
富
は
、
現
代
信
用
制
度
の
伸
縮
性
お
よ
び
工
業
上
の
カ
ル
テ
ル
の
勃
興
と
結
び
つ
い
て
、
地
方
的
な
い
し
特
殊
部
門
の
混
乱
の
一
般
的

景
気
蹴
態
に
及
ぼ
す
反
作
用
を
非
常
に
減
じ
た
た
め
に
、
少
な
く
と
も
当
分
の
間
は
、
以
前
の
如
き
種
類
の
全
般
的
産
業
恐
現
は
到
来
す

る
可
能
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
「
疑
問
」
を
提
起
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

カ
ヲ
ツ
キ
ー
は
、

自
記
の
ベ
ル
シ
リ
V

A

タ
イ
シ
批
判
を
「
ベ
ル
Y

V

A

タ
イ
シ
と
社
会
民
主
党
綱
領
」

ω
2
5笹口

ロ
ロ
【
同
島
慰
問
。
回
目
mwEOB。
rs片
山
田
島
ゆ
閉
ざ
唱
州
W
E
B
-
M∞
8
・
の
中
で
ま
と
め
て
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
カ
ク
ツ
今
ー
は
、
先
ず
ベ
ル
ン
ジ
品
タ
イ
シ
の
「
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法
則
」
の
「
修
正
」
に
対
し
て
、
所
謂
「
相
対
的
窮
乏

化
理
論
を
以
て
応
え
、
「
不
断
に
増
加
す
る
も
の
は
、

生
理
的
窮
乏
で
は
な
く
て
社
会
的
窮
乏
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
文
化
的
諸
欲
望
と
、

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察
佐
藤

個
々
の
労
働
者
の
そ
れ
ら
を
満
足
さ
せ
る
手
段
と
の
間
の
対
立
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
労
働
者
の
所
有
に
帰
ず
る
生
産
物
の
量
は
増
加

し
得
る
が
、
労
働
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
生
産
物
量
に
対
す
る
川
労
働
者
の
分
け
前
は
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
」
「
私
の
考
え
で
は
、
以
上

か
わ
マ
ル
ク
ス
学
説
だ
と
思
う
。
」
と
述
べ
て

の
こ
と
が

マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
家
が
名
づ
け
て
以
て
窮
之
理
化
論
と
な
す
と
こ
ろ
の
、

い
る
。次
に
、
恐
慌
の
「
緩
和
」
に
対
し
て
、

カ
ク
ッ
キ
ー
は
「
資
本
の
集
積
と
社
会
的
対
立
の
尖
鋭
化
と
の
理
論
に
対
し
て
、
週
期
的
経
済

恐
慌
の

は
た
だ
二
次
的
性
質
を
も
つ
に
留
ま
る
。

こ
れ
は
前
者
の
展
開
の
効
果
を
強
化
し
、
資
本
の
集
積
過
程
を
捉
進
し
、

生
産
者

し
か
し
こ
の
展
開
の
終
局
は
た
と
え
適
期
的
恐
慌
が
必
然
的
に
資
本
制
生
産
株
式
の
本
質
に

基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
く
と
も
何
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
為
ろ
う
」
と
な
し
て
、
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
シ
グ
ル
ス
の
崩
壊
後
論
の
最
初
の
構

こ
の
学
説
の
本
質
的
構
成
部
分
を
な
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い

の
数
と
そ
の
朕
態
の
不
安
と
を
増
加
す
る
。

成
以
来
、

プ
ロ
レ
夕
刊
ノ
ア
ー
ト
の
成
熟
と
勢
力
の
増
大
の
理
論
こ
そ
、

る。
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と
こ
ろ
が

ベ
ル
シ

ν
品
タ
イ
シ
は
、

こ
の
カ
ク
ッ
キ
ー
の
「
崩
壊
理
論
」
の
理
解
に
対
し
て
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
成
熟
は
、

そ
の
勢
力
は
政
治
的
或
い
は
社
会
政
策
的
要
国
で
あ
る
」
と
反
批
判
守
る
。

決
し
て
経
済
的
要
因
で
は
な
く
て
、
倫
理
的
要
因
で
あ
り
、

こ
の
よ
w

フ
な
ベ
ル
シ

ν
ュ
タ
千

γ
、
カ
ク
ッ
キ
ー
の
「
崩
壊
論
争
」
の
論
点
に
対
し
て
、
ツ
ガ
シ
は
、
如
何
な
る
「
理
論
構
成
」
を
以

て
登
場
す
る
か
?

(1) 

回円四

HMmwaHW誌
沼
田
円
曲
目

P

U
ぽ
」
可
申
吋
営
協
同
時
け

NGHH旬
。
出
品

g
m
q
N山田
HUHHMggHH九
回
食
品

LFAH及
川
刊
誌

v
o
u
p
w吋
m
o
N
F広
抽
出
口
印
刷

g
a由・

u-krHH凶
-w
切
印
可
戸
山
口

H
U
N
U・
〈
C
Mコ
司
。
吋
け
出
回
当

o
q邸
付
申
凶
〉
戸
内
凶
世
間
叫
由
・
∞
-
m
m
-

由
・
開
・
。

-wmω
・
ご
い
i
H
H
4
・

開
発
日
開
世
話

g
w
H
w
切
由
話
回
宮
山
口
語
出
品
品
目
田

g
N山
由
広
田
川

H
Z
w
g江
田

nvo
匂
同
O
町
内

E
B
B
-
日∞
U
U
・
∞

-
H
M∞
-

F
F
O
R
・
ω・
M
U
U
・

(1) (3) Cお)



(6) (5) 

胆・由・。・・∞・
4
u
・

凶
円
四
回
目
司
品
切
由
吋
回
目
S
E
W
N
5
1
C
2
0吋
比
四

V
Z
信
ロ
円
山
吋

v
o
u民
自
仏
凶
田

m
G
N
S
H
U
H
H
H
H
M少

M
-
h
p凶
戸
別
三
日
山
口

aMWOM1ロ

-mw
口
ケ
∞
-
M
m
x
-

回
目
、
ツ
ガ
ン
止
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ

i
の
「
崩
壊
理
論
」

経
済
学
研
究
、

2
)
に
お
い
て
、

々
は
、
既
に
、
別
稿
「
ツ
ガ
ン
比
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
「
国
民
経
済
理
論
よ
り
見
た
資
本
制
秩
序
の
崩
壊
』
に
つ
い
て
」
(
北
海
道
大
学

ツ
ガ
シ
の
「
崩
壊
理
論
」
の
「
理
論
構
成
」
を
紹
介
し
、
若
干
の
批
評
を
試
み
て
い
る
の
マ
、

'-

'-

-C' 

は
主
と
し
て
以
下
の
ツ
ガ
シ
批
判
の
対
象
と
な
る
点
と
、
先
に
述
べ
た
ベ
ル
ン

ν
品
タ
イ
シ
、

カ
ヲ
ツ
キ
1
論
争
と
の
関
迎
の
指
摘
を
中

心
に
ツ
ガ
ジ
の
一
前
説
を
と
り
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ツ
ガ
ン
が
「
ロ

ν
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
論
争
」
に
登
場
し
、
更
に
「
崩
壊
論
争
」
に
介
入
す
る
機
会
を
与
え
た
も
の
は
、

ー
に
よ
る
ツ
ガ
シ
、
恐
慌
論
の
批
判
で
あ
っ
た
。

カ
ワ
ツ
キ
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そ
の
時
、
す
で
に
ツ
ガ
シ
は
「
修
正
主
義
」
の
理
論
内
容
を
わ
が
も
の
と
な
し
て
、
労
働
価
値
説
の
修
正
を
始
め
て
い
た
。
一
九

O
四

年
に
ド
イ
ツ
語
で

「
社
会
科
学
お
よ
び
社
会
政
策
ア
ル
ヒ

i
ブ
」
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
ツ
ガ
ン
の
論
文
「
国
民
経
済
理
論
よ
り
見
た

本
制
秩
序
の
崩
壊
」
は
、

そ
の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
。

そ
の
論
文
に
お
い
て
、

ツ
ガ
シ
は
唯
物
史
観
が
資
本
主
義
の
崩
壊
か
}
「
純
粋
に
経
済
的
」
に
「
証
明
」
す
る
た
め
の
「
霞
史
哲
学
」
で

あ
る
と
規
定
し
、

エ
シ
グ
ル
ス
の
つ
崩
壊
理
論
」
に
二
つ
の
「
理
論
構
成
」
を
認
め
、
そ
の
一
つ
は
「
資
本
制
生
産
の
た
め

の
販
路
欠
乏
の
ふ
設
師
、
」
他
の
一
つ
は
「
利
潤
率
低
落
の
理
論
」
で
あ
る
と
云
う
。

こ
の
一
一
つ
の
「
理
論
構
成
」
を
批
判
し
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ガ
シ
は
独
自
の
「
理
論
構
成
」
を
提
起
す
る
。

ツ
ガ
シ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
資
本
制
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
乏
の
混
論
」
を
批
判
す
る
か
を
見
ょ
う
。

マ
ル
ク
ス
、

先
ず
、経

済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
nu

パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
燦

ヅ
ガ
シ
の
批
判
の
唯
一
の
方
法
は
「
マ
ル
ク
ス
の
お
手
本
に
な
ら
っ
て
構
成
さ
れ
た
」
と
称
す
る
「
表
式
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ッ
ガ

γ
は
「
資
本
制
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
乏
の
理
論
」
を
批
判
す
る
た
め
に
、
労
震
が
著
し
く
減
退
し
、
資
本
家
の
消
費
が
不
変
で
あ
る
場

合
で
す
ら
「
臨
時
路
欠
乏
」
が
起
り
え
な
い
こ
と
を
門
証
明
」
す
る
た
め
に
、
次
の
表
式
を
構
成
す
M
V

労賃が減退し，資本家の不良接的

消費が不変な場合における拡大さ

れた規模での社会的資本のj'!}生産

1 987，4p十496，8a十828，lr口 3312，3

36Op+120α十 120r=600 

1 632p十544a+544γロ2720

408p，ト136α十136r=680 

第一年度

第コ左手皮

立.

I江.

工.

1. 

こ
の
表
式
に
お
い
て

ツ
ガ
ン
は
次
の
知
く
「
仮
定
」
す
る
、

1
i

)
 

噌

5
4(
 
労
賃
は
、
価
格
で
毎
年
二
五
%
低
下
す
る
。

第
一
年
度
の
資
本
家
の
総
利
潤
の
ま
が
蓄
議
さ
れ
、

3
4
4

が
不
生
産
的
に
消
費
さ
れ
る
。

(2) こ
れ
ら
の
「
仮
定
」
の
下
に
前
記
の
表
式
で
計
算
し
た
結
果
、

372，6p十 93，2α十155，2r=621

150γ=600 

工.2585，4p+484，6a十 1239rロ 4309

366，9p十 68，9a十175，ラr口 611，3

36担p十 67，5α十172，5ゲ=600
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90a十

第三年度

IL 

JlI. 

360p+ 

IT. 

I江.

「
社
会
的
生
産
の
拡
大
は
社
会
的
消
費
の
誠
退
と
連
携
し
て
進
行
す
る
、

ツ
ガ
ン
は
次
の
「
結
論
」
に
到
達
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
生
底
物
の
供
給
と
生
産
物
に
対
す
る
需
要
は

完
全
な
均
衡
に
留
ま
る
。
」
「
か
よ
う
に
し
て
、
窓
口
々
は
、

た
と
え
社
会
的
消
費
の
著
し
い
絶
対
的
減
退
に
あ
っ
て
も
資
本
制
経
済
が
崩
壊



ハn
b
d

し
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
」

こ
の
よ
う
な
ツ
ガ
シ
の
「
託
明
」
を
彼
は
「
厳
密
な
数
学
的
証
明
」
で
あ
る
と
誇
っ
て
い
る
。

次
ぎ
に
、

ツ
ガ
シ
の
「
利
潤
率
抵
落
の
理
論
」
批
判
に
進
も
う
。

「
利
潤
率
低
落
の
理
論
」
批
判
の
た
め
に
、
ツ
ガ

γ
は
一
得
び
「
厳
密
な
数
学
的
証
明
」
に
訴
え
る
。

ツ
ガ
ン
は
「
先
ず
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
の
問
題
提
起
が
間
違
っ
て
い
る
」
、
と
主
張
す
る
。

何
故
な
ら
、

マ
ル
ク
ス
は
不
変
資
本
に
対

し
て
資
本
の
賃
金
部
分
の
相
対
的
減
少
の
た
め
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
潤
率
は
低
落
す
る
と
い

る
。
品
川
川
る
に
、

う
が
、
資
本
の
賃
金
部
分
の
相
対
的
減
少
は
、
労
働
生
産
性
が
低
下
す
る
場
合
と
、
逆
に
向
上
す
る
場
合
、

マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
す
る
場
合
に
お
け
る
利
潤
率
の
変
動
を
論
じ
よ
う
と
し
て
、
労
働
生
産
性
の
低
下
す

- 27-

る
場
合
を
論
じ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

社会的労働生産伎の低下の

場合の社会的資本の再生漆

経
済
学
研
究

九

第一段階

1. 250p十125α十125r口 500

の
二
つ
の
場
合
か
ら
起
り
う

ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
の
場
合
に
は
利
潤
率
の
上
昇
を
、
労
働
生
産

112和十56iω←ト56{r口 225

1II. 37!p+ 18~a十 18~r=75

400p十200a十200r=800

IT. 

第コ段階

1. 277，8p~ト 125a十97，2r 口 500

12問旨rト56，3a十43，7r・口225

500p十225α十175r= 900 

500p十225a十175r口 900

IT. 

刃I.



ツ
ガ
ン
ロ
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
綾
論
争
の
一
考
察

佐
藤

性
の
低
下
の
場
合
に
は
利
器
率
の
低
落
を
、
「
証
明
」
す
る
と
い
う
の
で
占
め
る
。

の
表
式
に
お
い
て
「
例
え
ば
、
鉱
山
や
土
地
が
利
用
し
尽
さ
れ
た
結
果
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
穀
物
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
原
料
の
獲
得
の

そ
の
こ
と
が
生
産
物
単
位
の
労
働
価
値
。
号
〉
号

a
g
d浮
か
三
五
%
増
加

さ
せ
る
。

労
働
諸
費
舟
念
。
〉
与
命
日
同
m
w
c
m
Z
H
M
が
甚
だ
し
く
増
加
し
、

そ
の
こ
と
は
資
本
家
を
し
て
、

紛
糾
の
利
潤
の
一
部
を
、

そ
の
生
産
費
に
対
応
し
て
増
大
す
る
物
的
資
本

mwRFE℃
ぽ
包
お
よ

び
賃
金
資
本
円
。
V
H
M
W
m
円
以
宮
山
の
産
出
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
。

私
は
更
に
、

資
本
主
義
の
現
実
に
よ
り
接
近
す

る
た
め
に
、
各
生
産
物
単
位
ハ
従
っ
て
ま
た
労
働
者
の
消
費
手
段
も
〉
の
労
働
価
値
の
増
加
が
労
働
者
の
実
質
賃
金
(
す
な
わ
ち
労
働
者

セ
約
一
O
%
減
退
さ
せ
る
と
仮
定
す
る
。
」

が
処
分
し
う
る
消
費
手
段
の

h
W
O
O
 

F
W
一
段
階
で
は
利
潤
率
が

1
1
i
l
a
h
誌
で
あ
っ
た
の
が
、

。。。
i

M
叶

ω

円
Q
M
》

v
i
j
H
N
A
C
ゆ
か
に
低
落
し
て
い
る
こ
と
を
「
証
明
」
す
る
。

斗

Nω こ
の
「
仮
定
」
に
暴
づ
く
「
表
式
」
の
計
算
は
、

と
こ
ろ
が
、
労
働
生
産
性
向
上
の
場
合
に
お
け
る
表
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

社会的労働の生産憾の向上

の際の社会的資本の千年生産

第一段階

1. 250p十125a+125r=500 

ll. 100p十 50α十日01口 200

斑. 5Qp十 25α十 2ラγ=100 

400p十200a+2001・=800

容器

第コ段階

222，2p十88，9α十88，91'=400王.

97，8p+39，1α十39，1γ=176ll. 

18Qp十 72α十 72r口 324

50Qp+200a十2001・口900

1II. 

第三段階

177，8p十78，2a十 144r口 4001. 

第
二
段
階
で
は
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78.2p十34，4α十63，4r=176 

1441ヨ十63，4α十116，6γ口 324

400p十176a十324r之=900

E
 
1II. 



右
の
表
式
は
、

労
働
生
産
性
が
二
五
%
向
上
し
、

「
賃
金
鉄
則
」
の
「
信
奉
者
と
見
ら
れ
な
い
た
め
に
」
実
質
賃
金
が
一

N
O
O

‘

ω
N
A
H
 

出

現

日

ω24恥
か
ら
第
一
一
一
段
階
て
は
割
引

n
g誌
に
上
昇
し
た
こ
と
を ず

る
と
「
仮
定
」
す
る
な
ら
ば
、
利
料
率
は
、
第
一
段
階
の

「
証
明
」
す
る
。

以
よ
の
如
く
、

ツ
ガ
シ
は
「
厳
密
な
数
学
的
証
明
」
す
な
わ
ち
「
表
式
」
に
よ
っ
て
「
崩
壊
理
論
」
の
二
つ
の
「
期
比
論
構
成
」
を
批
判

し

っ
た
後
に
、

ベ
ル
シ

ν
ヰ
タ
イ
シ
の
拒
否
し
た
「
倫
理
的
要
因
」
を
自
己
の
「
崩
壊
理
論
」
の
「
理
論
構
成
」
の
中
に
持
ち
込
む
。

そ
れ
は
カ
シ
ト
の
倫
漣
学
に
よ
っ
て
「
基
礎
づ
け
」
ら
れ
た
も
の
と
し
て
。

但
し
、か
く
て
ツ
ガ

γ
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。

「
人
類
は
決
し
て
盲
目
的
基
本
的
な
経
済
諸
力
の
贈
物
と
し
て
社
会
主
義
に
は
到
達
し
な
い
で
あ
ろ
う
、

を
目
的
意
識
的
に
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

i
i従
っ
て
闘
争
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

し
か
し
、
新
し
い
社
会
秩
序

- 29-

さ
て
、
以
上
述
べ
た
如
ぎ
ツ
ガ
ン
の
「
崩
壊
理
論
」
は
、

ベ
ル
ン

ν
品
タ
イ
ン
、
ヵ
ク
ッ
キ
ー
論
争
と
如
何
な
る
連
繋
を
も
つ
か
?

ツ
ガ
シ
は
、
唯
物
史
観
を
以
て
、
資
本
主
義
の
崩
壊
を
「
純
粋
に
経
済
的
」
に
「
証
明
」
を
与
え
る
「
歴
史
哲
学
」
と
理
解
す
る
。

カミ

く
て
「
人
間
の
意
識
」
と
「
物
貿
的
生
活
の
諸
矛
活
」
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
原
因
、
結
果
を
盟
定
し
た
互
い
に
対

立
し
た
極
」
と
な
し
、
コ
父
互
作
用
安
全
然
盾
過
す
る
」
と
い
う
「
普
通
の
非
弁
証
法
的
な
観
念
」
を
以
て
唯
物
史
観
を
理
解
す
る
結
欧
米
、

ツ
ガ
シ
は
ベ
ル

Y

V
品
タ
イ
ン
の
「
カ
シ
ト
に
か
え
る
」
方
向
を
一
そ
う
補
強
す
る
。

吏
に

ツ
ガ
シ
は
、
「
マ
ル
ク
ス
の
お
手
本
に
な
ら
っ
た
数
学
的
表
式
、

す
な
わ
ち
、
我
犠
ず
よ
い
紙
の
上
の
足
し
算
引
き
算
の
計
算
練

習
」
(
ロ

l
ザ
・
ル
タ
セ
シ
ブ
ル
ク
)
に
よ
っ
て

ベ
ル
シ

ν
品
タ
イ
シ
の
吋
修
正
主
義
」
に
、

よ
り
「
厳
密
な
数
学
的
証
明
一
を
与
え
よ

う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

カ
ク
ッ
キ
ー
の
「
過
少
消
費
説
」
的
恐
慌
論
を
以
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
「
崩
壊
理
論
」
の
「
理
論
構
成
」
の
一

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
n
パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
じ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

社
会
的
消
費
が
絶
対
的
に
減
退
し
て
も
、
「
販
路
欠
乏
」
は
起
り
え
な
い
こ
と

を
「
託
明
」
す
る
が
放
に
、
資
資
主
義
の
崩
壊
も
「
純
粋
に
経
済
的
」
に
「
託
明
」
き
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
次
ぎ
に
、
再
び
「
表
式
」

つ
で
あ
る
と
な
し
て
、

ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
の
計
算
は
、

を
用
い
て
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
を
も
「
修
正
」
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
ツ
ガ

γ
の
「
表
式
い
の
「
証
明
」
す
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
労
働
生
産
性
の
低
下
の
場
合
に
お
い
て
の
み
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
が
「
妥
当
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

我
々
が
こ
こ
に
取
上
げ
た
ヅ
ガ
ジ
の
論
文
に
お
い
て
は
「
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法
関
」
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
法
則
の
批
判
は

一
九

O
八
年
に
発
表
さ
れ
た
(
ロ
V
ア
諮
版
は
一
九

O
六
年
に
出
て
い
る
〉
「
現
代
社
会
主
義
」
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
。

ツ
ガ
シ
は
、
結
局
、
資
本
主
義
の
崩
壊
を
「
純
粋
に
経
済
的
」
に
「
証
明
」
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
な
し
て
、

カ
シ
ト
の
倫
理
学
か

ら
借
り
て
き
た
「
倫
理
的
規
範
」
を
以
っ
て
、

ベ
ル
シ

ν
品
タ
イ
ン
の
拒
否
し
た
「
倫
理
的
要
因
」
を
自
己
の
「
崩
壊
理
論
」
の
中
に
と

こ
の
よ
う
な
ツ
ガ
シ
の
口
崩
壊
理
論
」
は
当
然
、
「
正
統
派
」
の
多
く
の
批
判
を
呼
ぴ
起
す
こ
と
と
な
っ
た
。

- 30-

り
入
れ
る
。

(2) (1) 

前
倒
偶
都
議
、
一
間
関
べ
l
ジ
以
下
、
参
問
問
。

ツ
ガ
ン
は
、
一
九
O
一
牟
に
、
阪
に
、
「
私
は
マ
ル
ク
ス
の
剰
余
同
制
使
設
の
土
台
の
上
に
立
つ
も
の
で
な
い
」
と
一
言
明
し
て
、
八
八
九
年
五
月
に
口
シ

諸
問
で
発
渓
せ
る
論
文
「
マ
ル
ク
ス
の
扮
象
的
資
本
主
義
論
の
基
本
的
課
謬
」
お
よ
び
、
一
九

ooa--一
月
に
発
表
せ
る
「
街
伎
法
制
則
と
利
潤
率
」
な
る
論

文
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。
百
-m叫}
-
w

叫

aHMmWHHH出
再
開
問
。
4
4
m
w
u
c
m
g
a
g
E司
自
M
g民
自
己
昆
の
g
n
v山
口
拝
。
倉
時
間
世
出
品
冊
目
由
W江
田
由
回
日
間
聞
記
EHH品・

-明富田

5
2
・
∞
-
一
∞
〉
出
自
己
rHMHMm阿
・
州
民
洋
三
時
宮
需
品
付
山
田
ロ
宮
の
言
昆
】
担
問
四
回
品
叩
曲
宗
田
司
同
町
田
岡
阿
凶
器
-
F
串
山
富
山
ぬ
-
u
o
u
L
凶
・
円
∞
血
-KFHMgo吋
EHH白川・

叶口出向担
HME回世吋担問。謡曲目円切イ同)叩吋

N
d
g
g
g
g
σ
z
n
v
a
-
F
d『
-umwN首
・
前
掲
捌
稿
、
一
五
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

時口町内田口・切世話回。唱団
W
F
胆
-
p
o
w
m∞-
M
ま
l
M
∞
u
・
こ
の
表
式
の
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
は
、
稲
図
徳
一
一
一
「
社
会
政
策
と
階
級
闘
争
」
問
九
五
ペ
ー

ジ
以
下
参
照
。
な
お
、
山
間
盛
太
郎
「
再
生
産
遇
税
表
式
分
析
序
論
」
、
一
一
O
九
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

凶

aMMm世間・切胆吋世間
044閉山内
U
J

胆
・
P
0
・
u∞-
M
品∞・

酔
・
由
・
。
3ω
・日∞ふ¢ロ円四日明白・

(4) (3) (6) (5) 



(13) (1句凶 (10)(的 (8)(η 

M
Y
F
P・
m-Mま
・
前
掲
拙
刑
務
、
一
六

O
i
一
六
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

由・
mw

・。
-wma・
M
U
吋同-

F
釦・。
-wm-Mmw∞・

開・

P
9・m
m
w
・
u
o
o
同・

胆・由・

0
・詔・

8
4
一
戸
前
掲
蹴
稿
、
一
六
一
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

胆
・
曽
・
。
-wmru白血・

前
掲
胡
刑
務
、
一
五
0
ペ
ー
ジ
参
照
。

三、

L
・
ブ

i
ダ
ン
の
ツ
ガ
ン
批
判

P
・
M
-
ス
イ
ー
ジ
ー
は
、

そ
の

「
資
本
主
義
発
展
の
理
論
」
で
、

特
に.

を
さ
い
て
「
崩
壊
論
争
」

F
O
M凶
gmMaodg
口
。
中

-31ー

件

8
4
0
門
的
可
に
当
て
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
、

L
・
プ

l
ダ

γ
の
崩
壊
論
争
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
、

!
i

「
ベ
ル
シ

ν
品
タ
イ
シ
論
争
の
大
騒
ぎ
が
終
っ
て
、

正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
漣
論
の
相
対
的
に
安
定
せ
る
理
論
吠
況
が
生
じ
た
。

恐
探
や
資
本
主
義
の
崩
壊
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
カ
ク
ッ
キ
ー
が
一
九

O
二

ダ
シ
は
か
か
る
理
論
的
安
定
期
の
遜
切
な
代
弁
者
で
あ
っ
た
。
」

に
提
案
し
た
見
解
に
厳
密
に
従
っ
た
。

ル
イ
ス

-
B
-
ブ

1

ツ
ガ
シ
、
ブ

1
ダ
シ
論
争
は
、

こ
の
よ
う
な
「
理
論
的
安
定
嬬
」
の
所
産
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ツ
ガ
シ
は
、

一
九

O
五
年
に
、

わ
れ

礎
」
な
る
一
冊
の
書
物
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
。
こ
の

ル
・
マ
ル
ク
ス
に
反
対
す
る
数
学
的
範
式
」
の
中
で
、
と
く
に
ツ
ガ

γ
の
「
崩
壊
理
論
」
に
対
し
て
全
面
的
な
批
揺
を
加
え
て
い
る
。

わ
れ
が
前
節
で
紹
介
せ
る
「
崩
壊
理
論
」
批
判
と
、
唯
物
史
観
お
よ
び
労
働
儲
健
説
の
批
判
と
を
併
せ
て
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
的
基

に
対
し
て
、
「
正
統
派
」
の
寸
適
切
な
代
弁
者
」
た
る
ブ

l
ダ
シ
は
論
文
「
カ

1

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
H

バ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の

佐
藤

最
初
に
、

ブ
ー
ダ
シ
は
、

ヅ
ガ
シ
が
マ
ル
ク
ス
の

「
崩
壊
現
論
」

の
一
つ
の

「
理
論
構
成
」

と
見
倣
す
「
利
潤
率
低
落
の
理

言と

「
擁
護
」
せ
ん
と
試
み
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ブ
l
ダ
γ
は
「
ツ
ガ
シ
の
マ
ル
ク
ス
批
判
の
最
も
独
創
的
な
点
は
、
彼
が
利
潟
率
低
落
の
理
論
会
}
拒
否
し
た
点
で
あ
る
」
、

と
指
，
摘
し
、
更
に
、

ツ
ガ
シ
が
「
刺
潤
率
抵
落
の
理
論
」
を
拒
否
せ
ん
と
す
る
意
図
は
、
剰
余
価
値
説
を
も
否
定
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で

ツ
ガ
シ
の
そ
の
よ
う
な
剰
余
価
値
説
の
吾
定
は
、
資
本
制
経
済
秩
序
が
「
価
値
法
則
に
内
在
せ
る
矛
盾
」
の

結
果
、
崩
壊
す
る
と
い
う
こ
と
を
も
苔
定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
ブ
l
ダ
シ
は
追
求
し
て
い
る
。

あ
る
と
断
ず
る
。

し
か
も
、

ブ
ー
ダ

γ
に
よ
れ
ば
、

ツ
ガ
ン
の
方
法
が
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
批
判
と
異
な
る
の
は
、
彼
が
「
マ
ル
ク
ス
学
説
に
絶
対
的
数
学
的
反
駁

を
与
え
」
て
い
る
点
で
あ
る
と
い
う
。

然
ら
ば
ツ
ガ
シ
の
「
マ
ル
ク
ス

の
絶
対
的
数
学
的
反
駁
」
に
対
し
て
、

ブ
ー
ダ
シ
は
ど
の
よ
う
な
反
批
判
を
加
え
よ
う
と
い
う
の

- 32-

で
あ
ろ
う
か
?

ブ
l
ダ
ン
は
、

ツ
ガ
シ
の
「
社
会
的
労
働
生
産
性
の
向
上
の
際
の
社
会
的
資
本
の
再
生
産
」
の
「
表
式
」
を
引
用
し
て
、

(1J 

数
字
の
吟
味

(2) 

方
法
論
の
吟
味

の

お

に表
分式
けの
て「
批前
半j 提
す」
るすの
。J 吟

味

(3) 

ωに
つ
い
て
。
利
潤
率
が
第
一
一
一
段
階
で
上
昇
し
え
た
の
は
、
「
簿
記
上
の
か
ら
く
り
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
第
一
段
踏
で
生

産
手
段
が
五

O
Oあ
っ
た
の
が
、
第
一
一
一
段
階
で
は
凶

O
O
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ツ
ガ
シ
は
労
働
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
、
価
値

が
そ
れ
だ
け
減
じ
た
と
説
明
す
る
が
、
「
価
値
の
減
少
が
産
出
高
の
増
大
に
正
確
に
照
応
す
る
な
ら
ば
、
資
本
家
は
自
ら
何
故
価
値
合



約
」
せ
ん
と
努
力
す
る
の
か
」
と
ブ
I
ダ
ン
は
尋
ね
る
。

更
に
、

第
一
一
一
段
階
で
は
九

O
O
に
な
っ
て
い
る
が
、

j

N

営

利
潤
は
二
二
四
と
な
り
、
第
一
一
一
段
階
の
刑
潤
率
i

勾
同
日
留
ま
は
第

総
生
産
物
は
、

こ
れ
は

「
減
価
」
さ
れ
て
八

O
O
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、

一
段
階
の
利
潤
率
誌
な
や
と
余
り
変
ら
な
い
替
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
プ

1
ダ
シ
は
先
ず
批
判
す
る
。

ωに
つ
い
て
。
「
だ
が
、

ツ
ガ
シ
n
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
数
字
に
決
し
て
後
の
主
婆
な
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
た
と
い
彼
の

カ1

わ
ち
、

彼
の
誤
謬
は
む
し
ろ
次
の
よ
う
な
彼
の
方
法
に
あ
る
、

l
iす
な

そ
の
方
法
こ
そ
、
数
字
が
た
だ
数
学
的
に
正
篠
で
あ
る
隈
り
、
全
く
勝
手
気
ま
ま
に
、
仮
定
合
つ
く
っ
た
り
数
字
を
利
用
し
た
り

彼
の
証
明
は
同
様
に
ご
ま
か
し
で
あ
る
。

正
確
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

さ
せ
、

し
か
も
そ
れ
で
以
て
社
会
的
諸
現
象
を
証
明
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、

だ
が
、

そ
の
際
、

ひ
と
は
、
社
会
的
諸
現
象
を
全
然
歎
殺
し

て
、
社
会
法
則
を
論
一
泡
的
数
学
的
公
式
や
計
算
で
証
明
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

後
は
全
く
忘
れ
て
い
る
」

と
プ
1
ダ
シ
は
批
判
す

ωに
つ
い
て
。
第
一
に
、

ツ
ガ

γ
は
、
社
会
的
生
産
物
を
資
本
に
転
化
す
る
か
、

そ
れ
と
も
資
本
家
の
消
費
の
ブ
ォ

γ
ド
に
す
る
か
、

- 33-

るを
仮
定
す
る
際
に
余
り
に
「
軽
卒
」
で
あ
る
。
資
本
家
が
突
然
第
ザ
段
附
聞
の
利
、
潤
の
半
分
を
「
節
約
」
す
る
と
い
う
よ
う
な

の
仕

方
」
は
、
何
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
?

第
二
に
、

ツ
ガ
シ
が
資
本
家
を
し
て
「
節
約
」
さ
せ
た
の
は
、
「
奪
修
封
生
麗
」
部
門
に
お
い
て
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
で
は
(
問
。

+HNU十回。。
+
8
9
u
g切
を
「
生
産
的
」
資
本
に
使
っ
て
い
る
の
に
、
第
一
二
部
門
に
は
た
だ

の
七
五
し
か
使
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
、
第
二
段
階
で
は
資
本
が
一

O
Oだ
け
増
加
し
た
の
に
、

四
四
八
が

に
い
使
用
さ
れ
、

二
五
二
が
資
本
家
の
消
費
フ
ォ
ン
ド
の

に
む
け
ら
れ
て
い
る
。

に
、
ツ
ガ
ジ
は
、
「
静
態
に
お
い
て
は
一
般
的
利
潤
率
が
社
会
的

資
本
の
構
成
に
依
存
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
「
託
明
」
す
る
「
表
式
」
で
は
、
「
資
本
の
構
成
は
個
々
の
経
営
に
お
い
て
異
な
る
ば
か
り
で

ま
た
社
会
的
生
産
の
部
門
全
体
に
お
い
て
も
異
な
る
。

な
く
、

々
は
生
産
手
段
の
生
産
に
お
い
て
不
変
資
本
が
最
も
大
き
な
役
割
を
演

じ
、
支
配
階
級
の
消
費
手
段
の
生
産
(
従
っ
て
者
修
品
生
産
)
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
は
最
も
小
さ
な
役
割
を
演
ず
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
H

パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

で
た
、
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
に
、

こ
の
こ
と
を
ツ
ガ
シ
は
全
然
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
一
一
一
部
門
と
も
資
本
の
構
成
を

し
い
も
の
と
「
仮

定
」
し
て
い
る
。
第
四
に
、
第
一
一
一
段
階
で
、
第
一
二
部
門
の
み
生
産
一
手
段
が
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
労
働
生
産
性
の
向
ょ
の
た
め
に
起

き
た
と
す
れ
ば
、
価
髄
が
そ
れ
だ
け
低
下
す
る
筈
だ
か
ら
、
「
一
体
、
〔
第
一
二
部
門
以
外
の
1

1
引
用
者
詑
〕
他
の
部
門
に
お
け
る
よ
り
多

く
の
利
潤
な
る
も
の
は
ど
こ
か
ら
生
じ
た
か
?
」
と
ブ

1
ダ
γ
は
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。
第
五
に
、

注
目
す
べ
き
点
は
、
労
働
者
の

質
賃
金
が
一

O
%増
加
す
る
と
い
う
「
仮
定
」
の
「
勝
手
き
ま
ま
な
こ
と
」
の
耳
目
ロ
m
弘
法
払

mwow
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
勿
論
「
賃
金
鉄

期
」
の

で
な
い
か
ら

そ
の
よ
う
な
「
張
定
」
を
す
る
必
要
は
な
い
。

以
上
の
如
く
三
点
か
ら
の
吟
味
を
終
っ
て
、
ブ
ー
ダ
ン
は
、
以
上
の
ツ
ガ
シ
の
「
利
潤
率
低
落
の
理
論
」
批
判
に
対
す
る
反
批
判
を
要

約
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
資
本
の
構
成
は
資
本
の
増
大
に
よ
っ
て
、

し
か
も
こ
の
増
大
と
い
う
原
田
に
よ
っ
て
の
み
、
高
度
佑
す
る
、
と
云
っ
て
い

し
か
も
ツ
ガ

γ
は
「
節
約
」
さ
れ
た
資
本
は
第
一
一
一
部
門
に
の
み
移
る
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る
。
ツ
ガ
シ
の
よ
う
に
資
本
家
の
「
節
約
」
に
よ
る
の
で
は
な
い
。

と
「
仮
定
」
し
て
い
る
が
、
「
こ
の
よ
う
な

の
実
験
は
一
度
も
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
」
し
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
「
節
約
」
に
よ
っ

て
は
「
必
然
的
に
資
本
の
全
額
的
潰
滅
と
資
本
家
種
族
の
絶
滅
へ

お
け
る
資
本
の
巨
大
な
増
大
に
盛
田
し
て
い
る
と
い
う
事
笑
と
、

で
い
る
。

い
た
で
あ
ろ
う
」
、

と
ブ
1
ダ
ン
は
云
う
。
最
後
に
、
「
特
に
最
近
に

ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
今
一
対
比
し
て

「
本
当
に
不
思
議
だ
!
」

と
結
一
ん

次
に
、

ツ
ガ
シ
の
「
資
本
制
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
乏
の
理
論
L

批
判
に
対
す
る
、
プ
1
ダ
シ
の
反
駁
に
移
ろ
う
。

ブ
1
ダ
シ
は

々
は
検
討
に
入
っ
て
行
く
ま
え
に
、
問
題
の
完
全
な
定
式
化
に
お
け
る
一
つ
の
欠
陥
、

そ
れ
に
よ
っ
て
問
題
全
体
が

誤
れ
る
方
向
に
む
け
ら
れ
る
と
い
う
一
つ
の

を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
、

と
前
山
明

mT日、
qu
て

ツ
ガ
シ
は

「
経
済
的
発
援
を
機
械
的
発



展
と
議
関
し
て
」
、

と
し、

てコ

て
非
難
し
て 戸寸

い機
る官械
。J 的
L-

崩
塚
越

論
宅ど
Jo.l 
て

「
マ
ル
ク
ス
の
資
本
料
紘
一
括
様
式
の
崩
域
に
か
ん
す
る
魁
論
」
と
恕
解
し
て
い
る
、

そ
し
て
ブ

1
ダ
ン
自
身
の
「
崩
壊
理
論
」
の
盟
解
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

先
ず
「
経
済
学
批
判
」
の
「
序
文
」
〈
母
宅
号
仲
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
唯
物
史
観
の
公
式
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
部
分
を
引
用
し
、

ブ
ー
ダ
ン
自
身
の
「
解
釈
」
に
よ
れ
ば
、

そ
こ
で
は
「
資
本
制
生
産
の
存
続
の
絶
対
的
不
可
能
性
」
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
が

っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、

ヅ
ガ
ン
の
如
く
、
社
会
の
歴
史
的
発
援
の
中
に
「
機
械
的
過
程
」
を
見
る
も
の
で
な
い
と
、
説
明
す
る
。
そ
し
て
更
に
続

け
る
、

l
lつ
マ
ル
ク
ス
が
資
本
主
義
の
純
粋
に
経
済
的
な
過
程
(
す
な
わ
ち
、
商
品
の
生
涯
お
よ
び
価
値
の
実
現
)

に
か
ん
し
て
、

そ
の

体
制
の
究
極
的
崩
塚
と
の
関
連
に
お
い
て
語
る
場
合
に
は
次

ω
こ
と
を
怠
味
す
る
、

!
iこ
の
体
制
の
生
越
能
力
が
た
だ
現
存
す
る
白
然

的
生
誕
諸
カ
に
よ
っ
て
の
み
、
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
の
与
え
ら
れ
た
範
閣
で
の
、
労
働
生
皮
性
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
限
り
、
ま
ピ
他
国

に
お
い
て
、
生
注
さ
れ
た
価
値
の
笑
現
は
、
生
皮
諸
カ
と
同
じ
歩
調
を
と
ら
な
い
消
費
者
の
購
買
力
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
限
り
、

L... 

の
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体
制
は
そ
れ
に
内
在
す
る

の
よ
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
u

従
っ
て
、
消
費
者
の
購
買
力
、
す
な
わ
ち
、
価
値
災
現
の
能
力
が
絶
対
的

生
皮
諸
カ
の
水
準
以
下
に
鉱
下
す
る
や
否
や
、
こ
の
価
値
実
現
の
態
様
涼

Q
E印
は
、
資
本
主
義
体
制
の
本
釆
の
秩
序
を
生
援
の
極
桔
と

す
る
、
け
だ
し
、
資
本
主
義
の
支
配
下
に
あ
っ
て
は
、
諸
商
品
は
価
値
増
揺
を
な
し
え
な
い
よ
う
に
生
厳
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ

る
Q

か
く
し
て
資
本
蓄
積
の
法
則
に
従
う
と
生
産
の
能
力
と
価
値
増
組
の
能
力
と
の
間
の
去
は
不
叫
測
に
大
き
く
な
る
か
ら
(
そ
こ
で
は
前

者
が
不
断
に
増
大
す
る
が
、
後
者
は
絶
え
ず
減
退
す
る
)
、
こ
の
程
絡
は
結
局
、
体
制
全
体
が
崩
壊
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
絶
大
と
な
る
。
」

か
く
て
、
ブ
1
ダ
シ
は
ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
の
検
討
に
移
る
。
彼
は
ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
を
引
用
し
て
な
が
な
が
と
説
明
を
加
え
た
の

後

ち
、
次
の
疑
問
を
発
す
る
、
i
i
i
っ
こ
の
新
た
な
余
分
の
労
働
者
は
、
全
期
間
に
わ
た
っ
て
ど
こ
か
ら
移
っ
て
く
る
の
か
了
。
」
す
な
わ
ち
、

ヅ
ガ
ン
の
「
表
式
」
で
は
、
労
賃
が
毎
年
二
五
%
、
す
っ
低
下
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
年
自
に
は
、
八

O
O
の
賃
金
資
本
で
八

O
O
人

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
日
ヴ
7

ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

九
O
七
人
の
労
働
者
、
第
一
一
一
年
目
に
は
、
六
一
一
の
賃
金
資
本
で
一
一

O
四
人

の
労
働
者
、
第
二
年
自
に
は
、
六
八

O
の
賃
金
資
本
で
、

の
労
働
者
を
必
要
と
す
る
等
々
。
従
っ
て
、
ヅ
ガ
シ
が
暗
々
裡
に
、
労
働
者
の
供
給
掠
と
し
て
「
別
の
世
界
」
を
前
提
に
お
い
て
い
る
こ

第

と
を
関
わ
な
い
に
し
て
も
、
労
働
考
の
「
こ
れ
ま
で
の
郷
虫
」
よ
り
も
も
っ
と
急
激
に
賃
金
が
切
下
げ
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
、
「
労
働

の
生
理
的
労
働
能
力
を
も
損
わ
ず
に
、
」
如
何
に
し
て
労
働
者
が
移
っ
て
く
る
か
、
が
疑
問
で
あ
る
と
プ

l
ダ
ン
は
云
う
。

と
こ
ろ
が
、
ツ
ガ
シ
の
「
道
徳
家
的
性
格
」
か
ら
そ
の
よ
う
な
と
と
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
を
「
保
証
」
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

ツ
ガ

ジ
自
身
は
表
式
が
資
本
主
義
の
現
実
に
基
礎
を
お
い
て
い
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
は
「
マ
ル
ク
ス
の
学
説

の
全
面
的
に
支
持
し
難
い
こ
と
を
白
日
の
下
に
曝
す
」
と
い
う
目
的
の
た
め
に
の
み
「
構
成
」
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ッ

ガ
ン
の
表
式
は
「
労
賓
が
不
断
に
著
し
く
減
退
し
、
同
時
に
よ
り
多
く
の
労
働
者
階
級
が
存
在
す
る
と
い
う
仮
定
の
下
で
の
み
一
般
的
に

企
て
ら
れ
う
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
己
と
ブ

l
ダ
シ
は
主
張
す
る
。

次
い
で
、
ブ

1
ダ
シ
は
、
「
五
口
々
は
、
資
本
家
が
ツ
ガ
y
u
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
そ
の
-
顧
問
に
採
用
し
、

に
従
っ
て
「
配
分
」
す
る
と
い
う
場
合
を
考
え
る
。

そ
し
て
生
産
物
、
宮
、
彼
の
表
示

- 36ー

一
体
何
が
起
る
だ
ろ
う
か
?
」
資
本
家
が
、
以
前
に
は
消
費
手
段
の

に
向
け
て

ろい
うた
か(労
己~ 1鴎
勿安
否~ '0:1.. 

明 ょ
り
多
く
の
機
械
の

に
ふ
り
む
け
る
と
す
れ
ば
、
「
よ
り
多
く
の
機
械
は
如
何
な
る
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
の
だ

社
会
的
消
費
を
増
大
し
た
り
、

す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
「
そ
れ
こ
そ
全
問
題
中
の
間
題
な
の
だ
!
」
と
ブ

1
ダ
シ
は
叫
ぶ
。
「
ツ
ガ
シ
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
の

減
少
さ
せ
た
り
す
る
た
め
で
は
な
い
。

よ
り
多
く
の
機
械
を
売
ら
ん
が
た
め
にで
は
消

費
討
に
対
す
る
需
要
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
」
従
っ
て
、
ツ
ガ
シ
の
忠
告
に
従
っ
て
資
本
家
は
三
年
間
生
産
を
続
け
る
。
そ
し
て
「
表
式
」

に
よ
れ
ば
、
回
一
二

O
九
の
機
械
を
生
産
す
る
。
「
だ
が
、
彼
の
資
本
家
た
ち
は
彼
に
云
う
で
あ
ろ
う
、

彼
は
そ
こ
で
苦
々
し
い
誤
ち
を
見

出
す
、
l
i
i
す
な
わ
ち
、

そ
の
莫
大
な
機
械
は
以
前
の
僅
か
の
も
の
よ
り
価
伎
が
な
く
な
っ
た
、
何
故
な
ら
、

そ
こ
で
は
消
費
が
減
少
し
、

か
く
て
売
る
べ
き
財
の
生
産
の
た
め
に
今
や
か
の
時
よ
り
も
少
な
い
機
械
が
使
用
さ
れ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
利
用
さ
れ
な
い
も
の
は
ま
た



価
値
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
」

か
く
し
て
、
ブ

l
ダ
シ
は
結
論
に
到
達
す
る
。

す
な
わ
ち

ツ
ガ
シ
の
「
熱
愛
す
る
」
表
式
は
「
彼
が
彼
の
時
代
の
病
気
に
と
り
つ
か
れ

そ
の
病
気
の
最
も
重
要
な
症
扶
は
修
正
主
義
で
あ
る
、

l
iす
な
わ
ち
、
「
倫
理
的
な
も
の
』
へ
の
病
的
な
憧
れ
、
「
実
際
的
な

も
の
」
へ
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
的
追
求
で
あ
る
」
と
と
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ツ
ガ
シ
の
「
実
際
的
な
も
の
」

て
い
て

の
追
求
は
、

「
樹
を
見

て
社
を
見
な
い
」
結
果
を
、
も
た
ら
す
。
換
言
す
れ
ば
、

を
見
る
、

ツ
ガ
シ
は
資
本
主
義
の
発
展
に
お
い
て
、
第
一
部
門
の
み
が
大
き
な
比
重
を
示
す

と
い
う
「
樹
」

だ
が
、

「
何
の
た
め
に
」
生
産
さ
れ
る
か
と
い
う

「
何
故
」
、

「
社
」
を
見
な
い
。

作
り
だ
さ
れ
た
第
一
部
門
の
莫
大
な
生
産
物
が

か
く
結
論
し
て
、
ブ

l
ダ
シ
は
吏
に
続
け
る
、

!
i
a「
こ
れ
ら
の
英
大
な
量
の
生
産
手
段
は
:
:
:
そ
れ
ら
が
生
産
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
資
本
主
義
の
内
部
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

つ
つ
あ
る
過
程
の
国
々
に
輸
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

そ
れ
ら
は
資
本
主
義
国
で
生
産
さ
れ
て
、

目
下
資
本
主
義
に
な
り
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か
く
し
て
、
価
値
実
現
の
可
能
性
を
「
非
資
本
主
義
的
諸
国
」
へ
の
輸
出
に
求
め
ん
と
す
る
プ

1
ダ
γ
の
ツ
バ
シ
批
判
は
、

カ
ク
ツ
キ

tこ
よ

っ
て
r-'-ぺP

Jに

式
イじ
をさ
形れ
成た
す「
る過
，こ少
と消
に費
な説
る12L-

「
自
動
的
崩
壊
理
論
」

てコ

へ
架
橋
す
る
た
め
の

ロ
ー
グ
ル
・
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

の
重
要
な
媒
介
の
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パ
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1
ザ
は
、
こ
の
文

卒
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
、

i
i「プ
1
ダ
ン
は
こ
こ
で
、
間
同
際
資
本
主
義
の
発
制
限
に
お
け
る
大
き
な
結
び
り
き
に
、
愛
市
到
な
眺
望
含
与

え
て
い
る
。
定
ら
に
彼
は
、

ζ

の
関
濯
に
お
い
て
、
論
理
的
に
常
国
主
義
の
問
題
に
到
議
し
て
い
る
O
i
-
-
-プ
I
ダ
ン
が
、
カ
ウ
ッ
キ
ー
と
金
〈
何
擦

に
、
生
慶
子
役
の
部
門
が
消
費
手
段
の
部
門
に
比
し
て
よ
り
念
惑
に
崎
大
す
る
と
い
う
法
制
則
は
、
ツ
ガ
ン
ue
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
思
い
恐
い
だ
と
考
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
磯
認
寸
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
o
」

制
制
稿
、
ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
7

キ
1
恐
慌
一
論
に
か
ん
す
る
一
考
察
、
北
線
道
大
学
「
絞
済
川
学
研
究
」

F
、
一
五
問
べ

l
ジ
参
娘
。

立訪

問
、
ツ
ガ
ン
の
ブ

i
ダ
ン
に
射
す
る
皮
批
判

前
述
の
如
く
、
ブ

1
ダ
シ
は

ツ
ガ
シ
の
「
崩
壊
理
論
」
に
対
し
て
、
全
面
的
な
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、

動

こ
れ
に
対
し
て

ツ
ガ
シ
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も
一
九

O
八
年
に
、
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
」
誌
上
で
「
常
識
と
科
学
的
真
理
」
な
る
標
題
の
論
文
で
応
じ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
、

役
は
何
ら
重
要
な
変
化
を
「
崩
壊
理
論
」
の
中
に
示
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
「
表
式
的
方
法
」
の
「
方
法
論
的
意
義
」
が
一
そ
う
詳
細
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

こ
の
論
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ツ
ガ
ジ
の
「
表
式
に
た
い
す
る
熱
愛
」
の
所
以
が
明
ら
か
に
な

る。

に
か
ん
す
る
問
題
点
と

蕊
口
々
が
前
衛
で
取
り
上
げ
た
殆
ん
ど
す
べ
て
の
論
点
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

に
か
ん
す
る
問
題
点
と
に
分
け
て
行
っ
て キリ

ツ
ガ

γ
の
ブ

1
ダ
シ
に
対
す
る
民
批
判
は

潤
率
低
落
の
理
論
」

「
資
本
制
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
之
の
理
論
」

い
る
。

々
は
以
下
順
次
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

そ
の
前
に
、
先
ず
ツ
ガ

γ
の
、
ブ
ー
ダ
ジ
の
批
判
の
方
法
に
対
す
る
一
般
的
特
徴
づ
け
を
見
ょ
う
。



円
彼
は
、
私
が
抽
象
的
論
議
に
お
い
て
出
発
点
と
す
る
大
抵
の
も
の
を
許
さ
る
べ
き
も
の
と
認
め
る
、
彼
は
私
の
論
証
の
中
に
全
然
あ
る

い
は
殆
ん
ど
論
理
的
誤
謬
を
立
証
さ
え
も
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
結
論
に
く
る
と
、
如
何
に
し
て
全
論
理
的
推
論
が
潟
箆
げ
た
結
楽

に
導
き
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
も
せ
ず
に
、
全
体
が
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
。
」
す
な
わ
ち
、
ツ
ガ
シ
に
と
っ
て
は
、

出
発
点
た
る
前
提
が
承
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
論
託
の
「
論
躍
的
誤
謬
」
が
指
摘
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
批
判
を
容
認
し
難
い
と

い
う
の
で
あ
る
。

さ
て

い
よ
い
よ
ツ
ガ
シ
の
ブ
1
ダ
シ
に
対
す
る
反
批
判
の
内
容
に
入
ろ
う
。

先
ず
、
「
利
潤
率
低
務
の
磁
論
」
に
つ
い
て
。

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
プ
l
ダ
シ
は
、

ヅ
ガ
シ
批
判
宏
、

ω数
字
の
吟
味
、

ゆ
方
法
論
の
吟
味
、
ゆ
表
式
の
「
前
提
」
の
吟
味
、

の

点
か
ら
反
批
判
し
て
い
る
が
、

介
す
る
。
ω数
字
の
持
味
。
ツ
ガ
シ
は
ブ

1
ダ
シ
が
「
一
つ
の
数
学
的
誤
謬
」
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
容
認
す
る
。
だ
が
、

々
は
こ
こ
で
は
、

ツ
ガ
ン
の
ブ

1
ダ
ン
に
対
す
る
反
批
判
を
、

ωと、

ωお
よ
び
叫
を
一
絡
に
し
て
紹
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ツ
ガ

γ
は
そ
れ
に

も
拘
わ
ら
ず
「
私
の
表
式
の
証
明
カ
を
何
ら
氏
揚
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
。
そ
の
珪
白
は
、
プ

1
ダ
シ
の
訂
正
に
よ
っ
て
も

利
潤
率
は
ゴ
一
九
%
と
な
り
、
も
と
の
利
潤
率
一
二
三
A
3
%
よ
り
上
昇
す
る
こ
と
を
「
証
明
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
町

ま
た
、
プ
l
ダ
シ
の
「
簿
記
上
の
ご
ま
か
し
」
で
あ
る
と
の
批
判
に
対
し
て
、

ツ
ガ
シ
ば
次
の
よ
う
に
反
批
判
す
る
。

プ
ー
ダ
ン
は
マ
ル
ク
ス
の
価
値
論
を
忘
れ
て
い
る
。
」
す
な
わ

マ
ル
ク
ス
の
価
偉
論
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
的
総
生
産
物
の
価
値
は
あ
れ
こ
れ
の
部
分
の
価
値
の
変
化
に
は
全
然
無
関
係
で
あ
り
、
た

だ
そ
の
生
産
に
投
下
さ
れ
た
労
働
量
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
労
働
量
が
よ
り
大
に
な
れ
ば
(
し
か
も
、
そ
の
場
合

「
た
だ
そ
れ
は
私
の
方
法
で
は
な
く
て
、

マ
ル
ク
ス
の
方
法
な
の
だ
、

ちこ
そ
前
述
の
場
合
に
当
る
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
の
は
、
年
々
従
業
ず
る
労
働
者
の
数
は
不
変
の
ま
ま
で
る
る
が
、
不
変
資
本
の
生
産
に

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の

佐
藤

投
下
さ
れ
た
労
働
の
大
い
さ
は
一

O
O
価
値
単
位
だ
け
大
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
〉
、

ツ
ガ
シ
は
説
明
す
る
。

生
産
物
の
価
値
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
大
す
る
、
」
と

換
言
す
れ
ば
、

ツ
ガ
シ
に
と
っ
て
は
、

資
本
の
生
産
物
で
る
ろ
う
と

単
純
商
品
で
あ
ろ
う
と
、

「
投
下
労
働
量
」
に
よ
っ
て
決
定
さ

「
価
値
法
則
」
が
、

「
生
産
価
格
」

の
法

れ
る
と
、
「
マ
ル
ク
ス
の
価
値
論
」
を
理
解
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
資
本
の
生
産
物
の
価
値
は
、

期
に
「
変
様
」
官
。
仏
日
出
向
。
吋

g
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

と

頼
む

と
を
必
然
t乙
すこ
る守の
。〕よ

う
な

ツ
ガ
ン
の

「
価
値
論
」

の
理
解
は
、
「
立
派
な
数
学
者
」
ボ
ル
ト
キ
グ
ィ
ッ
ツ
を
唯
一
の

ω方
法
論
お
よ
び
表
式
の
「
前
提
」
の
吟
味
。

ブ
ー
ダ
シ
は
「
社
会
的
諸
現
象
を
全
然
獣
殺
し
て
、
社
会
法
則
を
論
建
的
数
学
的
公
式
や
計
算
で
託
明
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
対

し
-c 

ツ
ガ
シ
は
、
彼
の
「
表
式
」

の
「
方
法
論
的
意
義
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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「
社
会
経
済
の

す
な
わ
ち
、
社
会
的
利
調
率
の
変
動
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
円
「
資
本
制
経
済
の
全
体
」
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、

々
な
る
部
分
の
連
関
は
数
量
的
性
格
を
も
っ
。
」
「
だ
が
こ
の
よ
う
な
数
量
的
連
関
の
本
質
お
よ
び
そ
の

は
数
学
の

援
用
以
外
に
よ
っ
て
、
如
何
忙
し
て
把
援
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
?
」
そ
の
際
に
、
数
学
的
分
析
は
何
も
高
等
数
学
で
な
く
て
も
よ
い
。
そ
れ

ツ
ガ
シ
は

「
資
本
制
経
済
の
全
体
を
現
わ
ず
一
笛
の
擬
制
的
な
数
字
の
例
証
包
ロ
自
注
4
2
N
m
w
V
H
S
宮
山
岳
山
氏
」

を

「
経
済
的
分
析

故、の
方
法
」
と
し
て
採
用
す
る
。
し
か
も
「
こ
の
よ
う
な
表
式
は
社
会
的
生
産
物
の
価
値
実
現
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で

私
の
意
見
に
よ
れ
ば
、

た
の
は

か
か
る
表
式
は
抽
象
的
経
済
的
分
析
の
基
礎
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
己
従
来
の
経
済
理
論
が
不
充
分
だ
っ

こ
の
「
表
式
」
を
使
用
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
す
ら
ツ
ガ
シ
は
云
う
。
だ
が
、

マ
ル
ク
ス
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の

2
衣
式
的
方
法
」
な
る
も
の
は

あ
る
。

ツ
ガ
ン
の
独
創
で
は
な
く

ケ
ネ

l

と
こ
ろ
が

マ
ル
ク
ス
は
、

「
第
一
一
一
巻
が
第
二
巻
以
前
の
マ
ル
ク
ス

町〉

で
あ
る
た
め
に
、

「
資
本
論
」

の
第
三
巻
で
は

「
表
式
的
方
法
」

を
使
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
で

ツ
ガ
ン
は

マ
ル
ク
ス
を



「
補
充
」
す
る
た
め
に
、
「
資
本
論
」
第
二
巻
の
「
表
式
」
に

の
変
更
」
を
加
え
て
、
「
利
潤
市
中
の
変
動
」
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ

う
て
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
を
「
修
正
」
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て

ツ
ガ
シ
の
加
え
た
「
若
干
の
変
更
」
な
る
も
の
も
、

二
部
門
説
を
一
一
一
部
門
説
に
「
変
更
」
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、

ツ
ガ
ン

「
独
自
の

と
見
倣
し
う
る
程
重
要
な
も
の
で
は
な
い
」

と
謙
遜
し
て
い
る
。

従
っ
て
、

の
変
更
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、

マ
ル
ク

ス
の
「
表
式
的
方
法
」
を
採
用
す
る
限
り
、

ツ
ガ

γ
は
、
自
ら
「
マ
ル
ク
ス
を
一
品
口
が
師
と
呼
ぶ
」
権
利
を
も
っ
、

と
主
張
し
、

そ
れ
故
、

ヅ
ガ
ン
の
「
表
式
」
に
対
す
る
非
難
は
「
マ
ル
ク
ス
に
も
む
け
ら
れ
た
も
の
で
お
る
」
と
い
う
。
更
に
続
け
て
、
「
す
べ
て
の
数
字
は
私

の
表
式
で
は
任
意
の
も
の
で
あ
る

i
i了
度
マ
ル
ク
ス
の
数
字
と
同
様
に
。
弘
は
私
の
表
式
に
お
い
て
、
現
実
に
宅
も
即
応
し
な
い
よ
う

な
極
め
て
多
く
の
仮
定
を
し
た
、

i
ー
だ
が
同
じ
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
の
表
式
に
も
妥
当
す
る
。
」
だ
が
「
現
実
に
宅
も
即
応
し
な
い
よ
う
な

仮
定
」
と
一
去
っ
て
も
、

「
研
究
す
べ
き
現
象
に
無
関
係
な
す
べ
て
の
事
博
」
を
「
捨
象
」
す
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な

「
孤
立
化
方
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法
」
は
「
研
究
す
べ
き
現
象
な
い
し
、

d

済
体
制
内
部
の
可
能
的
な
も
の
の
限
界
を
示
す
よ
そ
れ
故
「
か
か
る
す
べ
て
の
結
論
は
容
観
的
妥
当
性
な
示
す
己
表
式
は
「
前
提
さ
れ

そ
れ
と
関
連
す
る
何
ら
か
の
も
の
を
排
除
す
る
」

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

「
表
式
は
特
定
の
経

た
仮
定
の
下
で
数
学
的
に
可
能
な
こ
と
を
立
証
す
る
。
」
か
く
て
表
式
は
「
社
会
経
済
の
法
閣
に
か
ん
す
る
厳
侃
切
な
結
果
、
を
も
た
ら
す
こ

と
を
可
能
に
す
る
。
」
「
こ
の
よ
う
な
社
会
経
請
の
全
体
の
表
式
的
観
察
は
、
普
通
の
孤
立
化
方
法
、
す
な
わ
ち
、
経
済
学
の
普
通
の
抽
象

い
ま
や
す
べ
て
の
経
済
論
は
こ
の
方
法
の
利
用
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
L

的
液
将
の
一
そ
う
の
発
展
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が

こ
の
よ
う
な
ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
の
「
方
法
論
的
意
義
」
を
、
ブ

l
ダ
シ
が
漉
解
し
た
ら
、

ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
に
対
し
て
異
論
は
な

;欠

ツと
ガツ
シガ
カ2 シ
蓄は
積会民
を駁
無す
視る
し。

て
し、

る

と
い
う
ブ

l
ダ
シ
の
批
判
に
対
し
て
、

ツ
ガ
γ
は
、

こ
の
こ
と
は
「
私
の
目
的
に
適
合
し

、-A
ヨェ-、

2
v
b
r
j↓
r
J
I
 

て
い
る
か
ら
だ
、
」
と
答
え
る
。
何
紋
な
ら
、
「
資
本
蓄
積
は
利
潤
率
に
絶
対
に

g
cロ
仏
肉
体
吋
明
日

n
y
伺
ら
影
響
し
な
い
か
ら
己
資
本
蓄

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
nu

パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の

佐
}終

積
な
る
条
件
を
ツ
ガ

γ
は
「
表
式
」
に
と
り
入
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
、

ハ
G
J》

と
主
張
す
る
。

更
に

ツ
ガ
シ
は
、
資
本
の
構
成
を
一
一
一
部
門
間
で
あ
る
い
は
等
し
く
し
た
り
、

あ
る
い
は
不
等
に
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
ブ

1
ダ
ン

の
批
判
に
応
え
て
、

マ
ル
ク
ス
も
「
資
本
論
」
第
二
巻
で
は
そ
う
し
て
い
る
、

と
い
う
。

そ
し
て
、

ツ
ガ
シ
の
「
表
式
」
は
「
資
本
の
平

均
的
構
成
の
変
動
が
平
均
利
潤
率
に
如
何
な
る
作
用
を
及
ば
す
か
」
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
一
一
部
門
と
も
同
一
と

「
仮
定
」
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

最
後
に
、
プ
ー
ダ
シ
の
「
資
本
が
利
器
の
一
部
分
の

に
よ
っ
て
、
何
故
増
加
せ
ず
に
、
減
少
す
る
か
」
と
い
う
疑
問
に

ツ
ガ
ン

は
次
の
如
く
答
え
て
い
る
。

「
そ
れ
は
ブ
l
ダ
ン
が
不
思
議
に
思
う
程
、

む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
O
i
-
-
-
新
し
い
生
産
手
段
の
導
入
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
労

そ
の
量
だ
け
増
大
せ
る
総
資
本
は
、
以
前
の
、
そ
の

は
、
そ
の
資
本
の
生
産
費
に
お
い
て
、
量
と
し
て
は
増
大
せ
る
総
資
本
の
偶
伎
を
も
減
少
さ
せ
る
程
、
節
約
し
た
。
だ
が
彼
ら
は
そ
れ
に

け
減
少
せ
る
資
本
よ
り
も

よ
り
少
な
い
労
働
を
要
す
る
。
資
本
家
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働新
し
い
、

の
著
し
い
増
大
を
伴
な
う
。
生
産
物
の
各
単
位
の
労
働
価
値
は
(
従
っ
て
、
資
本
の
一
単
位
も
)
著
し
く
減
少
す
る
。
そ
れ
故

故
な
ら

お
い
て

l
l
lブ
1
ダ
シ
が
資
本
家
の
没
藩
を
保
証
す
る
に
も
拘
ら
ず

i
i何
も
の
を
も
失
わ
れ
ず
、
か
え
っ
て
多
く
の
も
の
を
得
た
。
何

資
本
家
の
価
値
の
減
退
は
ま
さ
に
そ
の
利
潤
の
増
大
を
意
味
す
る
、

i
iす
な
わ
も
、
生
産
手
段
に
費
用
が
少
な
く
か
か
れ
ば

少
な
い
程
、
資
本
家
の
生
産
費
を
補
っ
て
余
り
あ
る
純
生
産
物
が
大
と
な
る
。
資
本
の
減
少
の
際
の
資
本
家
の
も
う
け
は
、

の
切
下

げ

1
iそ
れ
は
、
他
の
事
情
に
し
て
等
し
け
れ
ば
、
賃
金
資
本
を
減
少
さ
せ
る

l
iの
擦
の
資
本
家
の
も
う
け
と
同
様
に
、
何
ら
特
別
な

も
の
を
自
ら
の
中
に
も
っ
て
い
な
い
。
」

ツ
ガ
ジ
の
プ
l
ダ
ン
に
対
す
る
反
批
判
は
、

阻
止
す
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
「
不
変
資
本
の

換
言
す
れ
ば
、

の

が
、
す
で
に
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
藷
の
法
則
」
を

ツ
ガ
ン
は
「
利
潤
率
上
昇
の
理
論
」
の
唯
一
の

の
低
廉
化
」
を
、



ハ
9
J

根
拠
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
弛
な
ら
な
い
。

第
二
の
論
点
i
l
「
資
本
制
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
乏
の
理
論
」

l
iに
移
ろ
う
。

ヅ
ガ
-
Y
は、

ブ
ー
ダ
ジ
の
論
点
に
か
ん
す
る
批
判
宏
、
反
批
判
す
る
た
め
に
、
再
び
、
「
表
式
」
の

「
方
法
論
的
意
義
」
を
強
調
す
る
。

「
消
費
手
段
に
対
す
る
社
会
的
需
要
の
減
退
な
る
場
合
に
、
社
会
的
生
産
物
の

現
の
不
可
能
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
数
学
的
性
格
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

し
く
は
そ
れ
ど
こ
ろ
が
増
加
量
さ
え
も
の
実

そ
の
こ
と
は
、
社
会
経
済
の
あ

れ
や
こ
れ
や
の
歴
史
的
形
態
の
諸
条
件
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
に
不
可
能
な
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
て
、
如
何
な
る
経
済
形

態
に
も
妥
当
す
る
不
可
能
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
」

こ
こ
で
は
、

当
す
る
」
「
数
学
」
の
問
題
で
あ
る
と
、

す
な
わ
ち
、
社
会
的
消
費
の
減
退
す
る
場
合
に
、
価
値
実
現
が
、
可
能
か
不
可
能
か
、
と
い
う
問
題
は
「
如
持
な
る
経
済
形
態
に
も
妥

、，、
... 

ツ
ガ
シ
は
云
う
。
そ
れ
故
、
ツ
ガ
シ
は
、
「
数
学
的
表
式
」
を
使
っ
て
、
「
資
本
制
生
産
の
た
め
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の
販
路
欠
乏
の
理
論
」
を
批
判
し
て
、

つ
い
で
に
、
資
本
主
義
の
崩
壊
の
「
純
粋
に
経
済
的
」
に
証
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と

を
も
「
証
明
」
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

ツ
ガ
シ
は
、
吏
に
続
け
て
云
う
、

!
i「
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
問
題
の
こ
の
よ
う
な
提
起
は
、
消
費
手
段
の
生
産
手
段
に
よ
る
代

置
の
数
学
的
(
或
い
は
機
械
的
、

そ
の
こ
と
は
こ
の
場
合
に
は
同
じ
意
味
を
も
っ
て
い
る
〉
可
能
性
を
、
社
会
生
産
お
よ
び
消
費
の
均
衡

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
資
本
主
義
的
(
勿
論
私
の
術
語
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
敵
対
的
)
経
済
体
制
と
は
別
の
経

済
的
体
制
に
も
照
応
す
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
権
利
を
、
私
に
関
与
す
る
も
の
で
あ
る
o-

」

を
撹
乱
す
る
こ
と
な
し
に
、

す
な
わ
ち
、

ツ
ガ
シ
は
、

価
値
実
現
の
「
数
学
的
民
機
械
的
」
可
能
性
を
円
証
明
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、

ツ
ガ
シ

は
、
ブ

1
ダ
シ
の
非
難
!
l
ツ
ガ
ジ
は
資
本
主
義
の

「
機
械
的
」
崩
壊
な
論
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
!
ー
を
全
く
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
H

パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の

佐
藤

さ
て
、

以
上
の
如
く
、

ツ
ガ

γ
は
「
表
式
」
の
「
方
法
論
的
意
義
」
を
再
硲
認
し
た
の
ち
、
プ

1
ダ
γ
の
疑
問
に
次
の
よ
う
に

て

い
v
h
v
o

先
ず
、
「
新
し
い
、
余
分
な
労
働
者
は
全
期
間
に
わ
た
っ
て
ど
こ
か
ら
移
っ
て
く
る
か
」
と
い
う
ブ
1
ダ
シ
の
疑
問
に
、
「
労
働
者
時
級

は
自
ら
増
殖
す
る
、
そ
れ
故
、
余
分
の
労
働
者
を
他
の
世
界
か
ら
つ
れ
て
く
る
必
婆
は
な
い
。
ま
た
労
債
の
低
下
の
場
合
で
も
、

人
口
増

加
は
起
り
う
る
」
と
答
え
る
。
そ
し
て
更
に
続
け
る
。

1

1
「
だ
が
主
要
な
こ
と
は
、
労
働
者
数
の
増
加
の
諸
条
件
は
、
私
の

決
せ
ん
と
す
る
問
題
と
、
何
ら
共
通
点
が
な
い
。
こ
の
表
式
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
の
需
要
と
供
給
、
生
産
と
消
費
、

の
解

と
の
数

量
的
関
係
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ブ
ー
ダ
ン
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
よ
う
に
、
問
題
を
提
起
さ
せ
る
経
済
学
に
お
け
る

方
法
に
は
全
然
関
知
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
↑

こ
の
間
引
用
文
で
見
ら
れ
る
如
く
、

ツ
ガ
シ
の
「
表
式
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
の
詩
要
と
供
給
、

と
消
費
、

と

の

自守
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関
係
を
発
見
す
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ら
、

の

ツ
ガ
シ
が
「
お
手
本
」
と
す
る
「
資
本
論
」
第
二
巻
第
一
一
一
篇
の
問
題
と
す
る
「
社
会

と
流
通
」
の
中
で
の

「
表
式
」
と
は
「
何
ら
共
通
点
が
な
い
」
。
何
故
な
ら
、
叶
社
会
的
総
資
本
の

と
流
通
」
を
研
究
対

象
と
す
る
「
表
式
に
あ
っ
て
は
、
「
解
決
せ
ん
と
す
る
問
題
」
は

で
あ
る
か
ら
。

と
消
費
の
矛
蹟
が
如
何
に
行
わ
れ
る
か
、

を
「
図
解
」
す
る
だ
け

次
に
、

ツ
ガ
シ
の
表
式
が
現
実
に
妥
当
し
な
い
と
い
う
ブ

I
ダ
シ
の
批
判
に
対
し
て
〉
ヅ
ガ
シ
の
表
式
が
「
仮
想
的
な
場
合
含
吋
皆
γ

し
て
も
、

ツ
ガ

γ
に
と
っ
て
最
も
都
合
の
悪
い
場
合
を
「
仮
定
」

ツ
ガ
シ
の
理
論
が
「
崩
れ
去
る
も
の
で
な
い
」
こ
と
を
示
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
と
弁
解
し
て
い
る
。

*
R
-
J
てお

ふ
/
告
μ

こ
れ
は
、

畑町問。ぇ
O
H
M

喝
m
w
M
C

を
「
仮
定
」
し
て
い
る
こ
と
を
承
認
す
る
。

「ブ

1
ダ
シ
の
全
て
の
販
問
に
対
す
る
解
答
は
、
彼
が

よ
り
多
く
の
機
械
は
「
持
故
」
、
「
何
の
た
め
に
」
生
産
さ
れ
る
か
、
と
い
う
ブ
l
ダ
シ
の
疑
問
に
次
の
如
く
答
え
て
い
る
。

、.、.

か
く
も
模
範
的
に
誤
解
し
た
と
こ
ろ
の
間
じ
表
式
の
中
に
見
出
し
う
る
」
。

最
後
に
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ツ

ガ

ン

E
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
山
部
竣
論
争
の
一
考
察

佐
藤

U61 ~5) (l!J (13) 

前
編
曲
刑
務
、
北
海
道
大
学
「
経
済
学
研
究
」

2
、

吋

a
g
e
F司
8
0
5
5
伊
国
・

0
・m
-
a
u
u・

胆
・
同
-
。
-
w
m
w
・向山山ぷ・

胆
-
開
・
。
-wm-
向山中日・

一
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

玉
、
A
・
パ
ン
ネ
コ
ヰ
タ
の
ツ
ガ
ン
批
判

前
節
で
み
た
よ
う
に
、

ツ
ガ
ジ
は
、
プ

1
ダ
ン
の
批
判
に
よ
っ
て
、
何
ら
自
己
の
説
会
変
え
な
い
ば
か
り
か
、
「
表
式
」
に
対
す
る
「
確

品
情
」
を
強
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
再
び
、
ブ

l
ダ
シ
と
批
判
対
象
を
間
じ
く
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ア

γ
ト
シ
・
。
ハ
シ
ネ

コ
ェ
ク
は
、
「
ツ
ガ

y
r
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
氏
の
マ
ル
ク
ス
批
判
」
な
る
標
題
で
、

一
九
一

O
年
の
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
」
誌
上
に
、

ツ

パ
ン
ネ
ゴ
Z

ク
の
こ
の
論
文
は

吾
々
が
次
節
で
取
上
げ
る
ツ
ガ
ン
の

「
現
代
社
会
主
義
」
〈
ロ

ν
ア
語
版

一
九

O
六
年

ド

- 46ー

ガ
γ

「
崩
壊
理
論
」
批
判
を
行
っ
た
。

一
九

O
八
年
)
に
全
然
触
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
批
判
の
対
象
と
な
る
ツ
ガ
ン
の
論
点
が
、
プ

l
ダ
ン
と
殆
ん
ど
同
じ
な
の

で
、
年
代
か
ら
云
え
ば
、
後
に
取
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

イ
ツ
語
瓶
、

々
は
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

。
ハ
シ
ネ
ゴ
品
ク
の
論
文
は
次
の
一
ニ
節
か
ら
な
る
。

ヅ
ガ
シ
氏
は
如
何
に
計
算
す
る
か
。

1. 2. 

上
昇
す
る
利
潤
率
。

3. 

崩

壊

以
下
に
お
い
て
傾
次
に
紹
介
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、
パ
シ
ネ
ゴ
ェ
ク
は
「
表
式
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
箆
解
す
る
か
、

を
見
ょ
う
。



そ
れ
自
身
で
は
何
も
の
も
証
明
せ
ず
、

「
経
済
学
に
お
け
る
表
式
は
1

1
ツ
ガ
シ
が
正
当
に
そ
の
意
義
を
評
価
せ
る
如
く
1
1
1幾
何
学
に
お
け
る
図
形
に
照
応
す
る
。
表
式
は

し
か
も
、
そ
の
関
示
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

た
だ
実
例
を
も
っ
て
図
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
、

て
、
ひ
と
は
抽
象
と
代
数
学
と
を
必
婆
と
す
る
そ
の
命
題
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
式
は
任
意
に
仮
定
で
き
る
、

だ
が
全
部
が
仮

定
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
表
式
は
国
示
せ
ん
と
す
る
諸
概
念
の
条
件
を
満
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
円
の
属
性
を
囲
形
で
示
そ
う
と
す
る
人

は
、
彼
の
図
形
が
円
で
あ
る
よ
う
に
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
表
式
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
理
論
に
つ
い
て
何
ら
か
か
}
証
明
せ
ん
と
す
る
人

は
、
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
の
根
本
思
想
に
照
応
す
る
よ
う
に
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
ツ
ガ
シ
氏
は
、

ば
円
に
か
ん
す
る
定
理
の
不
当
性
を
四
角
形
の
証
明
し
て
い
る

h

い
わ

こ
の
よ
う
な
「
表
式
」
の
理
解
に
も
と
，
す
い
て
、
パ
ジ
ネ
コ
品
ク
は
、

ツ
ガ
シ
が
、
価
値
と
生
産
僻
柊
の
区
別
を
理
解
し
な
い
で
、
科

ツ
ガ
シ
の
「
上
昇
す
る
利
潤
率
」

の
説
明
に
対
し
て
、

パ
γ
、
ネ
ゴ
且
ク
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
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澗
偶
率
に
つ
い
て
も
ツ
ガ
シ
が
ど
の
よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
か
が
}
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

先
一
ず
、
パ
シ
ネ
コ
ェ
ク
は
自
分
の
「
利
潤
的
傾
向
的
錯
落
の
法
期
」
の
理
解
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

の
増
大
か
ら
説
明
す
る
。
利
酒
率
は
総
剰
余
部
値
と
総
資
本
と
の
比
率
で
あ
る
。

「
マ
ル
ク
ス
は
利
潤
率
の
低
落
を
、
不
変
資
本
の

従
っ
て
、
そ
れ
は
ど
ん
な
小
学
生
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
極
め
て
繍
単
な
数
学
の
規
則
か
ら
績
き
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
剰
余
価
値

量
不
変
の
ま
ま
で

!
iそ
れ
が
現
実
に
は
搾
取
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
は
反
対
悟
向
と
し
て
指
摘
し

て
い
る
1

1
不
変
資
本
、
従
ゆ
て
ま
た
、
総
資
本
が
増
加
す
る
と
す
れ
ば
、
利
潤
率
は
低
落
せ
ね
ば
な
ら
ハ
旬
、

と
こ
ろ
が
、

ツ
ガ
シ
は
こ
れ
と
反
対
の
結
果
に
到
達
す
る
。
そ
れ
は
何
故
か
?

そ
の
漉
由
は

ツ
ガ
シ
が
不
変
資
本
を
減
少
さ
せ
る

不
変
資
本
が
減
少
す
れ
ば
、
利
潤
率
が
上
昇
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
、

産
手
段
の
量
が
一
そ
う
増
大
す
る
の
に
、
何
故
、
不
変
資
本
は
減
少
す
る
の
か
?

か
ら
で
あ
る
。

と
パ
シ
ネ
コ
ェ
ク
は
云
う
。
「
だ
が
機
械
と
か
生

労
働
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
総
価
値
が
減
少
す
る

経
済
学
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ツ
ガ
ン
混
ぜ
で
ア
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

と
間
じ
大
き
さ
で
材
料
当
り
の
価
値
も
低
下
す
る
〔
と
ツ
ガ

γ
は
説
明
す
る

!
l引
用
者
誌
〕
。
そ
れ
が
間
違
い
の
源
泉
な
の
だ
。

カ込
く

し
て
ツ
ガ
シ
が
現
実
に
社
会
の
発
展
が
労
働
生
産
性
の
か
く
も
急
激
な
増
加
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
増
加
す
る
機
械
量
の
総
価
値
が

一
そ
う
低
落
す
る
こ
と
を
証
明
し
え
た
と
す
れ
ば
、
誰
も
が
彼
の
結
論
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
:
だ
か
実
際
に
お
い
て
ど
う

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、
計
算
用
の
表
式
に
よ
っ
て
は
解
決
さ
れ
な
い
」
、
と
パ
シ
ネ
コ
品
ク
は
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
ツ
ガ
シ
は
、
「
資
本
論
」
の
中
の
、
可
変
資
本
が
不
変
資
本
に
対
し
て
相
対
的
に
減
少
す
る
の
は
、
労
働
生
産
性
の
発
展
の

別
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
言
葉
を
、
不
変
資
本
の
価
値
が
増
大
せ
ず
に
労
働
生
産
性
の
み
が
発
展
す
る
と
い
う
風
に
理
解
し
て

い
る
が

ツ
ガ
シ
自
身
は
労
働
者
の
絶
対
数
が
増
加
す
る
な
ら
、

、、‘
.. 
‘，‘，、ハ
SJV

よ
び
価
値
も
増
加
す
る
」
、
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。

だ
が
一
そ
う
強
力
な
程
度
で
労
働
者
に
よ
り
運
転
さ
せ
ら
れ

る
生
産
手
段
の

す
な
わ
ち
、

マ
ル
ク
ス
は
不
変
資
本
の
増
大
の
方
を
、
労
働
生
産
性
の
向
上
よ
り
「
ヱ
り
力
強
く
作
用
す
る
要
因
」
と
し
て
指
摘
し
て
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い
る
の
だ
、

と
パ
シ
ネ
コ
ェ
ク
は
理
解
す
る
。
従
っ
て
、
不
変
資
本
の
増
大
以
外
の
要
因
は
、
「
反
対
傾
向
」
を
生
み
だ
す
に
す
ぎ
な
い
、

と
パ
シ
ネ
コ
ェ
ク
は
プ

l
ダ
ン
以
上
に
明
白
に
論
点
司
令
一
規
定
し
て
い
る
。

さ
て
次
に
、
「
崩
壊
」
な
る
節
に
移
ろ
う
。

先
ず
、
パ
ン
ネ
コ
ェ
ク
の

「
崩
壊
想
論
」
が
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
見
ょ
う
。

パ
ン
ネ
ゴ
品
ク
は
、

ツ
ガ
ジ
崩
壊
理
論
の

「
結
論
」
を
引
用
す
る
。

「
人
類
は
:
:
:
新
し
い
社
会
秩
序
を
話
的
意
識
的
に
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

!
i
i従
っ
て
斗
争
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。

こ
の
ツ
ガ
ン
の
「
結
論
」
に
た
い
し
て
、
パ
シ
、
ネ
ゴ
ェ
ク
は
云
う
。

「
マ
ル
ク
ス
は
全
く
同
じ
見
解
で
ら
る
。
だ
が
一
体
そ
の
相
異
は
ど
こ
に
ら
る
の
か
?

ツ
ガ
ン
は
、

人
間
の
、
資
本
主
義
に
対
す
る

そ
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
正
義
感
、
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
が
基
本
的
倫
理
的
ペ
カ
シ
ト
的
)
規
範
を
矛
盾
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
反
抗
に



期
待
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の
反
抗
の
中
に
こ
の
生
産
様
式
の
経
済
的
矛
腐
の
作
用
を
見
る
」
。

更
に
、

ツ
ガ

γ
の

「
機
械
論
的
」
崩
壊
理
論
を
、
人
間
の
行
為
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
、

と
パ
シ
ネ
コ
z

ク
は
批
判
し
て
い
る
。

次
に
、
「
経
済
的
吋
崩
壊
」
な
る
も
の
は
、
五
口
々
に
関
す
る
限
り
、

い
つ
で
も
恐
慌
に
お
け
る
経
済
の
崩
壊
で
あ
る
」
と
パ
シ
ネ
コ
ェ

ク
は
規
定
し
て
、
「
崩
壊
」
が
「
純
粋
に
経
済
的
問
題
」
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
べ
を
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
も
は
や
資
本
主
義
が
未
来
に
お
い

て
経
済
的
に
不
可
能
か
ど
う
か
が
今
や
問
題
な
の
で
は
な
く
、

云
う
。

現
実
の
不
断
の
崩
壊
、
す
な
わ
ち
、
恐
慌
の
原
因
が
問
題
」
で
あ
る
と

換
言
す
れ
ば
、

パ
シ
ネ
ゴ
ェ
ク
の
「
崩
壊
理
論
」
な
る
も
の
は
、
「
現
実
の
不
断
の
崩
壊
す
な
わ
ち
恐
慌
の
原
因
」
に
か
ん
す
る
説
明

な
の
で
あ
る
。

「
恐
慌
は
大
衆
を
し
て
、

そ
の
運
命
の
耐
え
難
き
こ
と
を
一
そ
う
ひ
ど
く
感
じ
さ
せ
、
労
働
条
件
の
不
断
の
改
善
を
甑
止
し
、

か
く
し
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一
方
、
パ
シ
ネ
コ
ェ
ク
は
「
恐
慌
の
意
義
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
化
の
た
め
の
、
社
会
主
義
の
到
来
の
た
め
の
最
も
有
力
な
婆
因
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ

る
。
」さ
て
、
以
上
の
如
く
、
「
崩
壊
理
論
」
を
「
恐
琉
の
原
因
の
問
題
」
と
理
解
し
て
、
パ
シ
ネ
ゴ
ェ
ク
は
ツ
ガ
ン
の
恐
慌
論
n
崩
壊
理
論
批

判
に
と
り
か
か
る
。

パ
ン
ネ
コ
ェ
ク
は
、

ツ
ガ
ン
の
表
式
が
余
り
に
複
雑
で
あ
る
と
い
っ
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
。

H 

。
。
。
剖
脳
内
時
ふ
れ
(
町
)
十

ω。
。
数
寄
爵
(
誌
・
司
・
)
H
m
v
g
舟
蹄
替

h司

]
5
0
h
十

]
5
0
お
-
S
J
H
N。。

こ
の
パ
ン
ネ
コ
ェ
ク
の
表
式
は
、

一
一
部
門
説
を
と
り
、
剰
余
価
値
と
労
賃
を
一
緒
に
し
て
、
「
新
価
値
」
ぉ
・
笥
・
で
表
わ
し
、
-
不
変
資
本
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ツ
ガ
ン
R

パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
J

援
論
争
の
一
考
察

佐
藤

と
新
価
値
と
の
比
を
、
二
対
一
と
し
、
立
部
門
が
不
変
と
仮
定
す
る
。
工
部
門
の
生
産
物
九

O
O
の
う
ち
、

用
い
ら
れ
、
残
り
の
八

G
O
が
、
王
部
門
の
拡
大
に
使
使
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
年
以
後
の
工
部
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
O
O
が
五
部
門
一
の
補
壌
に

瀦
い
令
羽
③
]
〔
ぃ
幾

3

l
 
i
 
i
 

ミミ

九
円
。
。
ぉ
・
認
可
・

u
H
N
O
O

H
H
C
C
h
十
切
切
。
芯
-
g
y
-
H
M
O
h山。

H
U
U
O
円
÷
吋
訴
訟
-
S
J
H
N
ω
h
w
ω

N
N
N印
町

十

M
M
H
ω

芯
-
S
J
H
ω
ω
ω

∞
~ 
i:: 

∞c
o
h
+
 

国

ミ、

凶
円

、¥、

「
限
界
は
こ
の
数
学
の
列
に
と
っ
て
は
存
在
し
な
い
。
生
産
は
こ
の
よ
う
に
、

一
方
消
費
が
不
変
で
あ
る
の
に
、
不
可
能
に
な
る
こ
と

と
は
無
関
係
な
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
こ
れ
が
ツ
ガ
シ
式
の

そ
れ
と
と
も
に
、
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産
は
消
費

の
内
容
な
の
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
な
「
ツ
ガ
シ
式
の
論
証
」
の
「
数
字
の
意
味
」
は
、

一
人
の
男
が
一

0
0
マ
ル
ク
の
借
金
を
返
す
と
き
、
金
貸

~.50 ー

な
く
1

1
地
球
の
鉄
や
石
炭
の
貯
騒
が
尽
き
る
迄
、

i
i無
隈
に
拡
大
さ
れ
う
る
。

と
こ
ろ
で
、

し
か
ら
一
一

0
マ
ル
ク
再
び
借
金
し
て
、
利
子
と
も
返
済
し

一一

0
マ
ル
ク
を
返
済
す
る
擦
に
、
更
に
別
の
金
貸
し
か
ら
一
一
一

O
マ
ル

ク
借
金
し
て
返
消
す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
り
、
「
信
用
」
が
無
限
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
「
前
提
」
し
て
い
る
、

と
パ
シ
ネ
ゴ

エ
ク
は
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

ツ
ガ
シ
の
理
論
は
、
新
し
い
負
留
に
よ
っ
て
古
い
負
債
な
返
済
す
る
と
い
う
「
ロ

νヤ
の
財
政
政
策
」
を
「
実
例
」
と
し
て

て
い
る
」
。

い
る
も
の
で
あ
り
、
「
資
本
主
義
の
必
然
的
崩
壊
の
み
な
ら
ず
、

と
パ
シ
ネ
コ
ェ
ク
は
、
ツ
ガ
シ
を
皮
肉
っ
て
い
る
。

ロ

νヤ
の
財
政
政
策
の
必
然
的
崩
壊
ま
で
、

科
学
的
数
学
的
に
論
駁
し

(2.) (1) 

k
r
z
-
H
V
m
g
習
M
e
o
w
-
出
。
司

5

3向田口・一切開
5
5毛
田
若
田
沼
恒
司
MZM内
司
町
長
-
H
M
0
2
2
0
N冊目付・

M
M
J
2
H
H・
旬
与
品
・
凶

-ms
吋吋品-

E
・
F

。Jm・吋一吋
4
・



同

担

-po--
∞
・
吋
吋

U
-

同
時
戸

MMH酔
同
マ
切
開
司
州

5
0
4『
胆

WM『・

4UOG吋
申
け
山
田
白

V
O
C
E
U円
山
戸
田
崎
山
口
品
mw出
足
山
口
岡
山
田

g
g
-
V冊
目
目

MN目
的

S
o
u
-
m・
M
M

∞-

印

刷
V
酔
口
一
口

OWO白山
内

w
p
胆・

9
・
m-
吋∞
0

・

川
開

m-
胆・

0
・

a0・0
ハ
ン
ネ
コ
ェ
ク
の
恐
慌
総
に
つ
い
て
は
ぐ
ぬ
「
司
祭
M
H
Z
K
S
K
W
4
5
0
g
a
s
v
g
N
G司
阿
川
町
山
伊
ロ

UO品
湾

問

江

田

叫

ロ

-
u
s
z
o
u
M
O
N
O
F

ト
『
担
ぴ
吋

mH-M円
M円
M内
H・H
・
-mw-u・

初
、
刷
、
仙
川
伊
-
B
・
9
M
a
o
-

六
、
ツ
ガ
ン
に
よ
る
「
窮
乏
化
理
論
」
批
判

以
上
の
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
ツ
ガ
シ
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
は
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
と
恐
慌
論
u
崩
壊
理
論
と
が
主

た
る
論
点
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

ベ
ル

y
v
ュ
タ
イ
シ
1
カ
ヲ
ツ
キ
I
論
争
に
は
、

い
ま
一
つ
の
品
部
点
、

す
な
わ
ち

「
資
本
制
蓄
醸
の
一
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般
的
法
則
」
が
、

ツ
ガ
ン
の
前
に
は
解
決
さ
る
べ
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、

ツ
ガ
シ
が

ど
の
よ
う
に
し
て
「
資
本
制
蓄
積
の

般
的
法
期
」
を
批
判
す
る
か
、

を
取
上
げ
よ
う
。

ツ
ガ
シ
は
、

一
九

O
五
年
の
著
作
叶
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
的
基
礎
」
に
お
い
て
、
唯
物
史
観
、
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
説
を
「
批
判
」

し
、
吏
に
、
「
利
潤
率
鑑
落
の
理
論
」
と
「
資
本
樹
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
乏
の
理
論
」
と
い
う
「
崩
壊
理
論
」
の
二
つ
の

「
理
論
構
成
」

を
批
判
し
去
る
こ
と
に
よ
り
、
道
徳
的
崩
壊
理
論
を
樹
立
す
る
。

そ
の
た
め
に
、

ツ
ガ
シ
に
と
っ
て
、

な
お
障
碍
を
な
す
も
の
は
「
資
本

制
蓄
積
の
一
般
的
法
則
」
と
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
「
科
学
性
」
で
あ
る
。
ツ
ガ
シ
は
、

史
的
発
展
に
お
け
る
現
代
社
会
主
義

ω
。4
5
B
3
3
唱∞
O
仲田区
H
N
B
J可

2
8
5
5
0
ユn
v
g
r
o
s
s
N
4
E
C
(サ
ジ
ク
ト
・
ベ
テ
ル
ブ
ル

一
九

O
六
年
に
ロ

νア
語
で
発
表
せ
る
「
歴

ク

一
九

O
六
年
)
で
こ
の
障
碍
を
も
除
去
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
審
物
は
、

↓
九
O
入
年
に
、
ド
イ
ツ
語
で
発
表
さ
れ
た
・
。

一
九

O
七
年
六
月
の
日
間
を
有
す
る
ツ
ガ
シ
の
時つ

序

文
」
を
関
し
て
、
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ツ
ガ
ン

u
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の

佐
j燦

そ
の
序
文
の
中
で
彼
は
云
う
、

1

1
「
私
の
確
信
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
校
会
主
義
の
す
べ
て
の
科
学
的
要
素

を
汲
み
つ
く
し
て
い
な
い
の
で
、
:
:
:
こ
の
中
に
、
現
在
で
は
過
去
の
も
の
と
し
て
葬
り
去
ら
れ
た
所
謂
空
想
的
社
会
主
義
の
諸
学
説
を
均
一

も
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

本
書
に
お
い
て

ツ
ガ
シ
は
、
先
ず
「
序
説
」
で
社
会
主
義
の
「
定
義
」
か
ら
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
第
一

で
は
、
資
本
制
経
済
秩

序
を
批
判
す
る
諸
学
説
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
ツ
ガ
グ
自
身
で
批
判
を
加
え
て
い
る
。
第
二
篇
で
、
社
会
主
義
を
「
分
類
」
す
る
。
第
一
二
'

矯
で
、
社
会
主
義
実
現
の
た
め
の
「
戦
術
」
お
よ
び
「
綱
領
」
を
め
ぐ
る
諸
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
品
口
々
は
、
前
述
の
厨
的
の
た
め
に
、
第
一
篇
に
紹
亮
の
焦
点
を
お
く
。

第
一
篇
は
一
一
一
つ
の

か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち

第

生
産
お
よ
び
所
得
の
集
積
と
労
働
階
級
の
窮
乏
化
。
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第

不
労
階
級
に
よ
る
労
働
階
級
の
搾
取
。

第

文
明
の
欠
陥
と
資
本
制
経
済
の
一
般
的
評
価
。

は
、
主
と
し
て
「
剰
余
価
値
説
」
の
批
判
で
あ
る
が
、

節
で
は
取
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。

第

々
は
ツ
ガ
ン
の
価
値
説
の
紹
介
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
に
し
て
、
本

従
っ
て
、
第
一
一
家
お
よ
び

に
お
け
る
、

ツ
ガ
シ
の

「
窮
乏
化
理
論
」
批
判
、

お
よ
び
恐
慌
論
u
崩
壊
理
論
批
判
を
以
下
に
紹
介

す
る
。ツ
ガ
シ
は
第
二

に
お
い
て
、
「
資
本
論
」
第
一
巻
の

「
資
本
制
蓄
額
の
一
般
的
法
期
」
を
述
べ
た
有
名
な
箇
所
を
引
用
し
、

マ
ル
ク
ス
自
身
は
「
工
場
立
法
」
に
賛
成
し
、
「
労
働
日
の
法
律
上
の
短
縮

マ
ル
ク

ス
は
そ
こ
で
「
絶
対
的
窮
乏
化
理
論
」
を
述
べ
て
い
る
が
、

を
労
働
運
動
の
最
も
重
要
な
目
的
の
一
っ
と
見
な
し
て
い
る
」
Q

そ
れ
故
、
「
資
本
論
」
の
中
に
は
、
「
労
働
者
階
級
の
生
活
水
準
の
向
上



の
可
能
性
」
を
承
認
す
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
章
句
が
見
ら
れ
る
の
で
、

と
ツ
ガ

γ
は
云
う
Q

然
ら
ば
、
ツ
ガ
シ
自
身
は
、
そ
の
「
矛
盾
」
な
ど
う
し
て
解
決
す
る
か
? こ
れ
は
「
『
資
本
論
」
の
著
者
の
矛
盾
」
会
示
す
も
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
の
前
半
は

の
発
表
は
、
労
働
者
階
級
の
蹴
態
を
著
し
く
悪
化
し
た
。
す
な
わ
ち

ツ
ガ
シ
に
よ
れ
ば
「
絶
対
的

窮
乏
化
理
論
」
は
、

十
九
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
の
み
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
資
本
主
義
的
産
業
の
よ
り
一
そ
う
の
進
歩

は
あ
る
程
度
ま
で
労
働
者
に
も
有
利
で
あ
る
」
。

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

先
ず
、
工
場
生
産
が
未
だ
支
配
的
で
な
か
っ
た
時
代
で
は
、
労
働
の
生
産
性
の
向
上
は
、
工
場
生
産
物
の
価
格
を
低
落
さ
せ
、
そ
の
結

果
、
工
場
生
産
と
競
争
関
係
に
あ
る
手
工
業
の
生
産
物
の
価
格
を
一
そ
う
低
蕗
さ
せ
る
Q

か
く
し
て
小
生
産
者
は
、
利
潤
も
減
少
し
破
滅

ヱ
場
生
産
の
労
働
者
の
賃
金
を
圧
迫
し
て
、
労
働
者
の
段
態
を
悪
化
さ
せ
る
。

ず
る
。

そ
こ
か
ら
生
じ
た
失
業
者
の
大
群
が
、

こ
れ
が
ツ

一日一

ガ
ジ
の
十
九
世
紀
前
半
の
労
働
者
階
級
の
蹴
態
悪
化
の
説
明
で
や
め
る
。

し
か
ら
ば
、

工
場
生
産
が
支
配
的
に
な
っ
た
場
合
に
、
「
労
働
者
に
も
有
利
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
は
何
か

Y

ツ
ガ

γ
は、

こ
う
説
明
す
る
、

1

1
労
働
の
生
産
性
が
向
上
す
れ
ば
、

生
産
物
総
額
が
増
大
し
、

労
働
者
の
「
勢
力
」
が
、
「
工
場
立

法
労
、
働
者
運
動
お
よ
び
協
同
組
合
通
勤
」
に
よ
っ
て
増
大
す
る
か
ら
、
総
生
産
物
の
「
分
配
」
が
有
利
に
な
る
、
と
説
明
す
る
。

ツ
ガ
シ
は
、
一
そ
う
詳
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
工
場
立
法
」
に
よ
っ
て
、
労
働
日
の
無
制
限
の
延
長
お
よ
び
児
童
労
働
が
制
限
さ
れ
、

労
働
者
は
「
関
暇
」
を
得
て
「
こ
の
関
暇
を
精
神
的
お
よ
び
社
会
的
活
動
に
よ
っ
て
先
た
す
可
能
性
」
が
増
大
す
る
。

簡
の
短
縮
の
た
め
に
、
コ
定
の
労
働
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
労
働
者
数
が
必
要
」
と
な
る
か
ら
、

そ
の
上
、
労
働
時

労
働
者
に
対
す
る
需
要

も
増
大
す
る
。

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン

n
パ
テ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

ま
た
「
協
間
組
合
運
動
は
消
費
者
と
し
て
の
労
働
者
を
商
人
の
勢
力
か
ら
解
放
」
す
る
故
に
、
労
働
者
の
生
活
水
準
は
ま
す
ま
す
向
上

す
る
。

ヅ
ガ
シ
は
、
十
九
世
紀
の
後
半
で
は
「
絶
対
的
窮
乏
化
頭
論
」
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ヅ
ガ
シ
は
、

「
対
絶
的
窮
乏
化
狸
論
」
を
放
楽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
「
矛
盾
」

l
iす
な
わ
ち
、
「
絶
対
的
窮
乏
化
」
か
「
労
働
者
関
級
の

こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
、

生
活
水
準
の
向
上
の
可
能
性
」
か
1

1
を
「
解
決
」
ず
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
的
巨
頭
」
カ
ク
ッ
キ
ー
は
、

こ
の
「
絶
対
的
窮
乏
化
理
論
」
を
放
棄
す
る
と
い
う
「
勇
気
」

を
欠
い
て
い
る
、

と
ツ
ガ
U
J

は
、
批
判
の
矛
先
を
転
ず
る
。

カ
ヲ
ツ
今
ー
は
、
「
相
対
的
」
窮
乏
化
理
論
を
称
え
る
。
そ
し
て
「
窮
乏
」
は
「
社
会

的
」
な
も
の
で
、
「
相
対
的
」
で
ゆ
め
る
と
い
う
。
こ
の
カ
ク
ッ
キ
ー
の
「
相
対
的
窮
之
化
恕
論
」
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

す
な
わ
ち
、

々
が
、
第
二
郎
で
見
た
如
く

「
彼
に
よ
っ
て
展
開
せ
ら
れ
た
社
会
的
窮
乏
化
理
論
が
翼
の
マ
ル
ク
ス
理
論
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う
主
張
は
決
定
的
に
正
し
、
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く
な
い
。

マ
ル
ク
ス
が
云
う
と
こ
ろ
の
窮
乏
は
、
カ
ク
ッ
キ
ー
が
、
窮
乏
化
理
論
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
な
労
働
者
の
諸
要
求
の
増
大
で

は
決
し
て
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
意
味
で
の
窮
乏
の
増
大
は
、

の
著
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
者
は
「
被
救
値
的
窮
民
に
な

労
働
者
階
級
の
欲
望
の
増
大
と
決
し
て
開
じ
意
味
で
は
な
い
。
「
共
産
党
出
回
一

の
だ
か
ら
、
労
働
者
階
級
の
諸
欲
望

ω
増
大
に
つ
い
て
は
何

ら
問
題
に
な
ら
な
い
」
。

こ
の
よ
う
な
カ
ク
ッ
キ
ー
批
判
に
続
け
て
、
ヅ
ガ

γ
は
「
資
本
家
の
富
の
増
加
は
、
吋
資
本
論
』
に
よ
る
と
、
「
貧
困
、
労
働
苦
、
奴
隷

敗
態
、
無
知
、
野
蛮
お
よ
び
道
徳
的
堕
落
の
蓄
積
』
で
あ
る
」
か
ら
、
労
働
者
階
級
は
、
「
自
己
解
放
」
で
き
な
い
と
推
論
す
る
。

こ
こ
で
も
、
ツ
ガ
ン
は
、
「
会
圏
、
抑
圧
、
隷
属
、
類
廃
、
搾
取
の
度
合
の
増
大
」
と
並
ん
で
、
「
資
本
舗
生
産
過
程
そ
の
も
の
の
機
構

且
つ
組
織
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
労
鵠
者
階
級
の
叛
逆
の
増
大
」
の
一
方
を
放
棄
す
る
。

に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
、
結
合
さ
れ
、



こ
の
よ
う
に

ツ
ガ
シ
は
「
窮
之
化
理
論
」
を
批
判
し
た
の
ち
に
、
第

「
文
明
の
欠
陥
と
資
本
制
経
済
の
一
般
的
評
価
」
に
移
る
。

ツ
ガ
シ
は
、
「
文
明
の
欠
陥
」
の
最
大
の
も
の
と
心
て
「
過
期
的
経
済
恐
慌
」
を
挙
げ
る
Q

制
制
生
皮
の
運
動
を
停
止
さ
せ
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
制
秩
序
に
止
め
を
刺
す
よ
う
な
慢
性
的
恐
慌
を
未
来
に
予
想
し
て
い
る
」
と
い

う
。
だ
が
「
む
し
ろ
正
当
な
漉
論
も
蛍
験
も
、
資
本
主
義
の
発
展
は
資
本
制
産
業
の
生
産
物
に
販
路
に
と
っ
て
何
ら
新
し
い
障
碍
を
生
み

出
さ
な
い
こ
と
を
数
え
る
」
が
故
に
、
「
マ
ル
ク
ス
の
期
待
は
絶
対
に
実
現
さ
れ
な
い
」
と
ツ
ガ
シ
は
批
判
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
「
社
会
進
歩
の
基
本
的
決
定
的
要
因
と
し
て
、
経
済
的
労
働
の
物
質
的
諸
条
件
の
発
援
を
認
め
る
と
い
う
。
社

ツ
ガ
シ
ぬ
よ
れ
ば
「
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本

そ
し
て
、

会
的
喰
物
論
の
数
義
」
を
出
発
点
と
し
て
、
「
資
本
制
秩
序
の
胎
内
か
ら
社
会
主
義
的
秩
序
の
発
展
へ
の
一
般
的
公
式
」
を
構
成
し
て
い

る
が
、

そ
の
'
中
に
は
「
一
定
の
深
刻
な
矛
盾
が
」
あ
る
、

と
ツ
ガ
ン
は
一
式
う
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
「
学
者
お
よ
び
思
想
家
と
し
て
、

す
な
わ
ち
、
客
観
的
研
究
者
と
し
て
」
、
資
本
主
義
の
経
済
的
発
展
が
、
「
人
間
自
体
、
す
な
わ
ち
、
組
織
さ
れ
た
社
会
的
階
級
の
意
志
と

と
し
て
、

は
全
く
無
関
係
に
」
、
資
本
主
義
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
「
誌
明
し
よ
う
と
努
力
す
る
」
、
他
方
、
マ
ル
ク
ス
は
「
一
人
の
闘

「
熱
烈
な
革
命
家
」
と
し
て
、
「
資
本
主
義
的
体
制
の
破
壊
お
よ
び
社
会
主
義
的
経
済
組
織
の
創
出
が
、

ア
ー
ト

1
iの
意
識
的
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
。
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社
会
的
階
級

l
iプ
ロ
レ
夕
日

マ
ル
ク
ス
の
「
一
定
の
深
刻
な
矛
臆
」
を
、
古
学
者
お
よ
び
思
想
家
と
し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
方
を
楽
て
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
す
る
Q

ツ
ガ
ン
は
、

す
な
わ
ち
、
客
観
的
研
究
者
と
し
て
」
の

す
な
わ
ち
、
ツ
ガ
ン
は
云
う
、

i
lつ
:
:
・
社
会
主
義
の
勝
利
の
た
め
に
は

基
本
的
経
済
的
過
程
で
は
不
充
分
で
あ
る
、

l
iす
な
わ
ち
、
そ
の
共
同
体
の
援
史
的
形
態
へ
人
間
の
意
識
的
働
ら
き
か
け
に
よ
っ
て
補

、、、

究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
経
済
的
発
展
へ
の
客
観
的
過
程
に
基
ず
く
人
間
の
意
識
さ
れ
た
意
一
志
の
み
が
、
社
会
主
義
的
経
済
制
度
を
創
り
出

す」
Qこ

の
よ
う
な
、

ツ
ガ
シ
の
「
科
学
的
社
会
主
義
」
に
「
空
想
的
社
会
主
義
を
と
り
入
れ
る
」
と
い
う

の
成
否
は
、
綬
史
の

経
済
学
研
究

九



れ:尺 λ 出11h ヘ h 同十円~匁しのlillil磁緩$-Q 1号や縦 士長総

主よム..C¥ ¥-1護婦寺てJ，!jミ誕百.{::j<心&i。

とつ れ:只 λQ遠望霊祭1dC¥;ド:!:!

Tugan-Baranowsky， Theoretische Grundlagen des Marxismus. 1905. Absch. II.， Wert und Mehrwert. 

Derselbe， Subjectivismus und Objectivismus in der Wertlehre. Archi討vf註むrS肋ozialw副is邸s宮悌ns邑ぬhaftun誠E虹必dS品9似叫zialpoli口it“ik.
Bd. XII. 1906. 

Derselbe， Soziale Theorie der Verteilung. Berlin 1913. 
N. Bu巴harin，Eine Oekonomine ohne Wert. Die Neue Zeit. 1914. 

Derselbe， Die polilisch号 Oekonomiedes Rentners. 2. Aufi. Anhang. 88. 178-187. 

Jurgen Kuczynski， Zuruck zu Marx. Leipzig 1926. 

g Tugan♂aranowsky， Der moderne Sozialismus in seiner ge3chichtlichen Entwicklung. Dresden 1908. S. q8. 

e a. a. 0.， SS. 69-70. 
SE a. a. 0.， SS. 72-73. 
@ Marx， Das Kapital. Bd. 1. S. 803. 

車'E'eTugan-Baranowsky， a. a. 0.， SS. 89-91. 

-¥.l 択を、わ唱を-Q言、次入議事

一一齢制学べJ3塁弾一一

~+:.入 Q r~ギギ4は利線程J ;及， 1 キミ0< 誌士 ~γ2\紹子Jt叙尚守(;~主lZ'.fl，-' -t弐{:¥~ ~ヤ{士三 υ4主会.J' rm経，.，4l ~R世帯約議

盟主i おきごのや回 Q 巡同+t1~認 Q 謹千J 必 l-QJ AJ手当，..j¥-l'r線付記入j話器J必lZ'程bくおJZ言。ν起草Jγ:;lZ' 0 
4毛主\守\4ヤ ~Q u Q~皇制~' t¥JQ韻E護主よ，.，4l:ITまぬ兵lZ'患v' r巡同制綴Q離捺Q~塑J AJ，..j ¥-" ~ +:.入 Q.r巡同

、。
官、



カ1

ベ
ル

y
v
ュ
タ
イ
シ
以
来
、
如
何
な
る
「
進
歩
」
を
な
し
た
か
を
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

ベ
ル
ジ
ジ
ュ
タ
イ
シ

以
来
の
修
正
主
義
の
武
器
で
あ
っ
た
「
窮
乏
化
理
論
」
と
「
崩
壊
理
論
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

先
ず
、
「
窮
之
化
理
論
い
か
ら
強
め
よ
う
。

ツ
ガ
ジ
は
、

カ
ワ
ツ
キ

l
の

「
相
対
的
窮
乏
化
理
論
」
を
批
判
し
て

マ
ル
ク
ス
の
「
窮
乏
化
理
論
」
と
異
な
る
と
主
張
し
て
い
る

7J' 

こ
れ
に
対
し
て
、

マ
ル
ク
ス
が
「
相
対
的
窮
乏
住
理
論
」
を

カ
ク
ッ
キ
ー
は
、
「
賃
労
働
と
資
本
」
か
ら
の
長
い
引
用
を
行
っ
て
、

主
張
し
て
い
る
こ
と
は
「
明
白
」
で
あ
る
と
ツ
ガ
シ
を
反
駁
す
る
。

更
に
、
ツ
ガ
シ
が
、
十
九
世
紀
の
後
半
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
の
生
活
水
準
の
向
上
に
「
有
利
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
対
し
て
、

そ
の
よ
う
な
「
改
善
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
労
働
貴
族
」
に
p

つ
い
て
の
み
言
い
う
る
、
と
カ
ク
ッ
キ
ー
は
云
う
。

そ
し
て
、
「
労
働
生
産
性
の
向
上
」
が
「
労
賃
を
騰
貸
さ
せ
る
」
と
い
う
ツ
ガ
ン
の
現
論
に
対
し
て
、

ツ
ガ
ン
は
、
今
日
、
手
工
業
や
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家
内
労
働
が
没
落
し
て
、
ヱ

あ
っ
て
、
現
実
に
、
手
工
業
や
家
内
労
働
は
消
滅
し
て
い
な
い
。

後
進
地
や
植
民
地
の

が
支
配
的
な
ら
ば

と
い
う
「
条
件
」
を
つ
け
た
場
合
に
、
「
労
賃
を
騰
貴
さ
せ
る
」
公
え
る
の
で

手
工
業
が
消
滅
し
た
資
本
主
義
国
で
は
、
「
苦
汗
制
度
」
が
残
存
し
、

資
本
制
大
工
業
の
征
覇
に
よ
っ
て
、

工
業
、
家
内
労
働
と
競
争
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
小
経
営
の
没
落
に
よ
っ
て

生
じ
た
賃
金
正
追
は
、
今
日
も
慌
然
と
し
て
支
配
し
、

る。

た
だ
そ
れ
が
国
擦
的
性
格
を
帯
び
た
に
す
ぎ
な
い
」
。

と
カ
ク
ッ
キ
ー
は
指
摘
す

し
か
も
、
ツ
ガ

γ
は
、
労
働
者
階
級
に
「
有
利
」
な
股
惑
を
生
み
だ
せ
る
「
原
因
」

の
段
に
な
る
と
、
「
労
働
生
産
性
の
向
上
」
や
「
小

経
営
の
没
藷
」
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。

ω工
場
立
法
、
ゆ
労
働
者
の
組
織
、

ω協
同
組
合
連
動
の
三
つ
の
も
の
を
も
ち
出
す
。
こ
の
よ

う
に
カ
ヲ
ツ
キ
ー
は
云
っ
て
、

そ
の
一
二
つ
の
「
原
悶
」
な
ひ
と
つ
ひ
と
つ
反
駁
す
る
。

先
ず
第
一
に
、
「
工
場
立
法
」
は
た
し
か
に
労
働
日
た
短
縮
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
労
働
強
化
を
排
除
す
る
も
の
で
な
い
、
と
反
駁
す
る
。
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済
学
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ツ
ガ
ン
"
と
川
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

ま
た
、
「
協
同
総
合
運
動
」
に
つ
い
て
も
、
「
楽
観
主
義
者
の
消
費
組
合
論
者
で
す
ら
こ
の
主
張
の
前
に
は
、
し
り
ご
み
す
る
で
あ
ろ
う
」

と
皮
肉
り
、
ツ
ガ
シ
自
身
が
、
「
商
業
の
役
割
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
」
と
云
っ
て
い
る
箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
。

最
後
の
ロ
労
働
者
の
組
織
」
に
つ
い
て
、
カ
ク
ッ
キ
ー
は
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
八
六
六
年
と

一
八
七

O
年
の
「
変
革
」
が
、
資
本
主
義
の
発
援
を
促
進
し
、
資
本
の
急
速
な
増
大
は
、
労
働
者
揮
の
紋
織
の
条
件
も
つ
く
り
だ
し
た
。

佐
藤

七
0
年
代
は
生
活
資
料
の
安
価
な
た
め
に
、
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
が
、
「
既
に
再
び
後
退
が
始
ま
っ
て
い
る
」
。
そ

れ
は
、
労
働
者
保
護
立
法
が
限
界
に
き
て
い
る
こ
と
、
労
働
者
階
級
の
権
力
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
し
て
、
「
相
対
的
」
に
し
か
増
大

し
か
も
、

し
な
い
と
い
う
こ
と

に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

セ
0
年
代
に
は
、
「
資
本
制
生
産
様
式
の
次
の
よ
う
な
転
換
が
行
わ
れ
た
。

す
な
わ

だ
が
な
お
成
人

労
働
お
よ
び
有
資
格
労
働
が
そ
こ
で
は
支
配
的
で
あ
っ
た
。
婦
人
お
よ
び
児
童
に
よ
る
大
人
の
排
除
、
未
教
育
労
働
に
よ
る
知
識
労
働
の

ち
、
繊
維
工
業
が
指
導
的
工
業
た
る
こ
と
を
や
め
て
、
鉄
工
業
お
よ
び
附
嬬
ヱ

が
ま
す
ま
す
支
配
的
工
業
に
な
っ
た
。

排
除
は
、

そ
こ
で
は
な
お
僅
か
し
か
現
わ
れ
な
か
っ
た
兄
金
岡
崎
工

の
急
激
な
発
一
肢
は
、
「
最
も
鴎
争
能
力
あ
り
且
つ
組
合
に
組
織
す
る
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る
が
、
金
属
工
業
に
は
妥
当
し
な
い

の
に
最
も
適
し
た
労
働
者
層
」
の
増
大
を
見
た
。
こ
の
こ
と
ム
こ
そ
、
「
修
正

で
あ
る
、

を
生
み
出
し
、
「
資
本
論
」
は
繊
維
工
業
に
は
妥
当
す

と
主
張
せ
し
め

と
カ
ワ
ツ
キ
}
は
云
う
。

特
に
・
、
失
業
と
恐
慌
と
一
お
う
「
ダ
モ
ク
レ
ス
の
剣
ト
に
よ
っ
て
「
賃
金
の
下
向
き
の

線
を
た
ど
る
こ
と
に
対
し
て
は
何
の
保
証
も
な
い
」
と
論
ず
る
。

そ
し
て
、
」
賃
金
」
は
変
動
す
る
も
の
で
あ
り

ま
た
、
労
働
者
階
級
の
窮
之
化
は
、
労
働
者
階
級
の
勝
利
を
不
可
能
に
す
る
と
い
う
ツ
ガ
ン
の
主
張
に
対
し
て
、

問
問
級
の
外
部
に
彼
ら
を
解
放
す
る
原
動
力
を
求
め
ん
と
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
の
窮
乏
の
増
大
と
開
時
に
彼
ら
の
勢
力
も
増

ツ
ガ
ン
は
「
労
働
者

大
す
る
と
い
う
こ
と
を
「
弁
証
法
的
に
考
え
る
こ
と
の
無
能
力
な
る
こ
と
い
を
暴
蕗
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、

批
判
し
て
い
る
。

と
カ
ク
ッ
キ
ー
は



さ
て
、
次
に
「
崩
壊
理
論
」
に
移
ろ
う
。

カ
ク
ッ
キ
ー
は
、
ツ
ガ
シ
を
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
「
慢
性
的
恐
慌
」
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
が
「
自
然
に
死
滅
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
論

じ
て
い
石
と
、
考
え
さ
せ
た
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
文
を
吟
味
す
る
。

ツ
ガ
ン
は
、
出
典
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
次
の
文
章
を
引
用
し
て
、
ツ
ガ
シ
の
推
論
の
根
拠
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ひ
と
た
び
一
定
の
運
動
に
投
ぜ
ら
れ
た
天
体
が
絶
え
ず
同
じ
運
動
を
繰
返
す
の
と
全
く
同
様
に
、
社
会
的
生
産
も
、
ひ
と
た
び
か
の

交
互
的
膨
脹
お
よ
び
収
縮
の
運
動
に
投
ぜ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
絶
え
ず
こ
れ
を
繰
返
す
。
:
:
:
こ
の
循
環
の
期
間
は
今
日
ま
で
十
年
か
ら
十

一
年
令
ア
包
摂
す
る
、
だ
が
こ
大
き
さ
を
不
変
の
も
の
と
み
な
す
の
に
、
何
の
理
由
も
な
い
。
資
本
制
生
産
の
法
則
に
基
F

す
い
て
、
む
し
ろ

カ
ヲ
ツ
キ
ー
は
、

こ
の
引
用
文
の
前
半
は
、
「
資
本
論
」
第

の
第
一
抜
お
よ
び
第
四
版
の
五
九
八
ペ
ー
ジ
に
あ
る
が
、

の
中
に
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
「
十
年
間
も
、
マ
ル
ク
ス
は
、

つ
ね
に
勝
手
な
や
り
方
で
、
全
く
笑
う
べ
き
引
用
文
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
見
解
を
押
し

後
半
は
、
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こ
の
大
き
さ
が
変
化
し
、
循
環
の
時
間
の
長
さ
が
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
を
て
い
る
と
考
え
る
べ
ま
で
あ
る
」
。

「
資
本
論
」

の
フ
ラ
ン
ス

一
巻
の
こ

0
0
ペ
ー
ジ
の

修
正
主
義
申
告
に
よ
っ
て
、

つ
け
ら
れ
て
き
た
」
。

し
か
も

ツ
ガ
シ
の
場
合
に
は
、

マ
ル
ク
ス
の
ド
イ
ツ

の

てコ

の
誌
を
、の

勝著
手作
にの

結"t:ド
びに
つは
け
て
し、

る

自
己
の
見
解
に
利
用
す
べ
き
引
用

すハ文
るιを
?発
率見

で
き
な
ぬミ
っ
た
の
で

一寸

資
本
曇ゐ~
日掃
しー

の
ブ
ラ
シ
ス

と
カ
ヲ
ツ
キ
ー
は
非
難

更
に
、
「
思
想
家
」
マ
ル
ク
ス
と
寸
騎
士
」

マ
ル
ク
ス
と
を
区
別
す
る
仕
方
を
、

カ
ウ
ヅ
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

ツ
ガ
ン
は
云
う
、
1
1
1
「
資
本
主
義
が
由
同
然
に
死
滅
す
る
と
予
想
す
る
こ
と
に
は
、

侭
ら
の
根
拠
も
な
い

1

1
す
な
わ
ち
資
本
、

主

義
は
人
間
の
意
識
さ
れ
た
意
志
に
よ
っ
て
粉
砕
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
る
階
級
1
1
1プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
!
i
i
に
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ツ
ガ
ン
u
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

よ
っ
て
粉
砕
さ
れ
る
」
。
と
。ツ
ガ

γ
の
「
現
代
社
会
主
義
論
」
よ
り
も
六

O
年
も
督
に
、

彼
ら
に
死
を
も
た
ら
す
大
衆
し
か
鍛
え
な
い
。
彼
ら
は
、

。-F
吋

宇

道

、

φ
れ
よ

μ

マ
ル
ク
ス
は
、

の
中
で
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、

こ
の
大
衆
を
指
導
す
る
人
々

ili近
代
的
労
働
者
、

す
な
わ
ち
、

ブ
ロ
レ
夕
日

ア
ー
ト
ー
ー
ー
を
産
み
出
し
た
い
」
、

と
述
べ
て
お
り

し
か
も

ツ
ガ
ジ
は
、

か
ら
、
約
一
ペ
ー
ジ
程
も
引
用
し
て
お
な
、

ツ
ガ
シ
は
「
あ
た
か
も
、
階
級
が
人
間
か
ら

な
が
ら

こ
の
文
章
の
産
前
で
中
止
し
て
い
る
こ
と
を
カ
ク
ッ
キ
ー
は
指
摘
す
る
。
更
に
、

な
り
た
っ
て
い
な
い
か
の
知
く
、

ま
た
階
級
利
害
が
『
人
間
の
意
識
さ
れ
た
意
志
』
か
ら
発
す
る
の
で
な
く
、
階
級
闘
争
が
か
か
る
意
志

と
カ
ク
ッ
キ
ー
は
論
断
し
て
い
る
。

な
く
し
て
行
わ
れ
る
か
の
如
く
」
考
え
て
い
る
、

引
くそ
りし
かて

え

て彦最
後
に

ツ
ガ
シ
は
、
「
運
動
が
す
べ
て
で
あ
り
、

究
極
目
標
は
無
で
あ
る
」
と
い
う
ベ
ル
ジ

ν4
タ
イ
ン
の
モ
ッ
ト
ー
を

修
正
主
義
は
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

の
最
新
の
段
階
」
を
評
価
す
る
。
そ
し
て
、

か
し
き
成
果
」
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
ぎ
て
い
る
と
論
定
す
る
。
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社
会
主
義
運
動
に
「
究
極
臼
擦
を
与
え
よ
」
と
云
つ
で
、
「
空
想
的
社
会
主
義
」
か
ら
「
未
来
国
家
」
を
借
り
て
〈
る
。

こ
れ
こ
そ
「
修
正
主
義
の
十
年
間
の
理
論
的
成
果
」
で
あ
る
、
と
カ
ヲ
ツ
キ
ー
は
「
修
正

以
上
の
如
母
、

カ
ク
ッ
キ
ー
の
ツ
ガ
ン
批
判
を
も
っ
て
、

ツ
ガ
シ
な
め
ぐ
る
論
争
は
一
応
終
り
、
「
修
正
主
義
者
」
と
「
正
統
派
」

ロ
1
サ
・
ル
ク
セ
シ
ブ
ル
ク
の
「
扇
動
的
崩
壊
論
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
移
っ
て
ゆ
く
。

マ

ル
ク
ス
主
義
者
と
の
「
崩
壊
論
争
」
は
、

(1) 
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さ
て

<-

L凶

で

し
、
そ
れ
が
ど
の
点
ま
で
渓
関
さ
れ
た
か
を
確
認
し

わ
れ
わ
れ

ツ
ガ
シ
を
め
ぐ
る
「
崩
壊
論
争
」
の
論
点
を

の
一
応
の
評
髄
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

論
争
の
発
端
を
な
す
も
の
は
、

ベ
ル

Y
V
4
タ
イ
シ

ベ
ル
シ
リ
V

品
タ
イ
ン
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
修
正
」
で
あ
る
。
と
く
に

は
、
恐
慌
の
「
緩
和
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法
期
」

の
「
修
正
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
崩
壊
建
論
」
を
拒
否

せ
ん
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

カ
ク
ッ
キ
ー
は
、
「
過
少
消
費
説
」
的
恐
探
論
と
、
「
相
対
的
窮
乏
化
理
論
」
な
も
っ
て
、

ベ
ル
シ

ν4
タ
イ
シ
を
反

駁
せ
ん
と
試
み
る
。

ツ
ガ
シ
の
「
崩
壊
論
争
」

へ
の
介
入
は
、
「
崩
壊
理
論
」
の
「
現
論
機
成
」
を
、
「
資
本
制
生
産
の
た
め
の
販
路
欠
乏
の
理
論
」
H

「
過
少

こ
れ
ら
を
「
表
式
」
な
る
数
学
的
武
器
に
よ
っ
て
、
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ

お
よ
び
「
利
潤
率
低
落
の
理
論
」
と
規
定
し
、

経
済
学
研
究

九



ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察

佐
藤

て

ベ
ル
シ

ν
ュ
タ
イ
シ
の
マ
ル
ク
ス

の
「
修
正
」
を
側
面
か
ら
援
助
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
資
本
主
義
の
崩
壊
を
、
「
表
式
」
を
使
用
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
崩
壊
の
不
可
能
な
る
こ
と
を
「
数
学
的
に
」
「
論
託
」
し
、
資

本
主
義
が
「
倫
理
的
規
範
」
に
矛
盾
す
る
ゆ
え
に
、
崩
壊
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
。

「
正
統
派
」
の
ブ
l
ダ
シ
お
よ
び
パ
シ
ネ
コ
且
ク
は
、

て
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
制
則
」
お
よ
び

ツ
ガ

γ
の
こ
れ
に
た
い
す
る
反
批
判
は
、
役
の
「
表
式
」
が
現
実
に
妥
当
し
な
い
と
い
う
点
を
承
認
す
る
が
、

ヅ
ガ
シ
の
「
表
式
」
が
現
実
に
妥
当
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ

「
過
少
消
費
税
」
を
「
擁
護
」
し
よ
う
と
試
み
る
。

そ
の
「
論
理
的
誤
謬
」

を
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
満
足
す
る
。

か
く
て

ツ
ガ

γ
は
、
自
己
の
「
倫
渡
的
」
崩
壊
理
論
を
基
礎
ず
け
る
た
め
に
、
「
窮
乏
化
理
論
」
の
批
判
に
赴
く
。

そ
の
「
論
託
」

「
協
間
組
合
運
動
」

の
普
及
に
よ
っ
て
、
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
に
総
生
産
物
が
分
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
の
よ
う
に
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は
、
工
場
生
産
が
今
日
で
は
支
配
的
だ
か
ら
、
「
労
働
の
生
産
性
の
向
上
」
は
総
生
産
物
を
増
大
さ
せ
、
「
工
場
立
法
」
、
「
労
働
者
組
織
」
、

「
崩
壊
理
論
」

の
主
要
な
内
容
を
全
部
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヅ
ガ
シ
は
、
空
想
的
社
会
主
義
か
ら
借
り
き
た
「
未
来
国
家
」
を
「
究

極
自
襟
」
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
に
闘
争
を
訴
え
る
。

こ
の
よ
う
な
ツ
ガ
シ
の
「
窮
乏
化
現
論
」
批
判
に
対
し
て
、

カ
ク
ッ
キ
ー
は
、

ペ
ル
シ

ν
品
タ
イ
シ
批
判
に
用
い
た
「
相
対
的
窮
乏
化

理
論
」
を
も
っ
て
、

再
び
立
向
う
。
そ
し
て
、
「
労
働
の
生
産
性
の
向
上
」
と
い
う
と
と
は
、
労
働
強
化
令
排
除
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、

ま
た
「
工
場
立
法
」
、
「
勢
働
者
組
織
」
な
ど
に
よ
っ
て
利
益
を
う
け
る
の
は
一
部
の
労
働
者
階
級
、
と
z

く
に
労
働
貴
族
で
あ
る
こ
と
を
立

託
す
の
問
。
そ
し
て
、

こ
の
ま
う
な
労
働
貴
族
の
存
在
こ
そ
ベ
ル
シ
リ
V

A

タ
イ
シ
派
の
修
正
主
義
の
基
礎
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

さ
て
、

以
上
の
如
き
、

ヅ
ガ
シ
を
め
ぐ
る
崩
壊
論
争
の
発
生
の
必
然
性
は
、
資
本
主
義
の
新
し
い
段
階
、
す
な
わ
ち
独
立
段
階
の
資
本

そ
れ
に
基
ず
い
て
発
生
す
る
新
し
い
諸
現
象
は
、
資
本
主
義
の
全
体
制
と
の
関
連
か
ら
切
り
は

主
義
に
基
ず
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、



よ
っ
て
反
駁
さ
れ
、

ベ
ル

Y

V
ュ
タ
イ

γ
の
「
恐
慌
の
緩
和
」
に
か
ん
す
る
「
修
正
」

ツ
ガ
シ
す
ら
反
対
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
面
的
に
と
り
出
し
て
き
た
事
実
を
、
皮
相
に
一
般
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
理
解
で
き
な
い
。

の
試
み
は
、
一
九

0
0
1
一
九

O
一
一
一
年
の
恐
慌
と
い
う
「
事
実
」
に

な
し
て

し
か
し
な
が
ら
、

カ
ク
ッ
キ
ー
の
「
過
少
消
費
説
」
的
恐
慌
論
や
「
相
対
的
窮
之
化
理
論
」
は
「
科
学
的
」
経
済
学
の
内
容
な
な
す
も

の
で
は
な
い
。

ζ

の
よ
う
な
カ
ク
ッ
キ
ー
の
不
徹
毘
な
修
正
主
義
批
判
こ
そ

ロ
l
ず
を
め
ぐ
る
論
争
!
1
1
本
稿
に
お
い
て
は

告
川
口
内
ノ
ヴ
ノ

キ
ー
の
過
少
消
費
説
が
プ

1
ダ

γ
を
媒
介
に
し
て
如
何
に
し
て
ロ

l
ず
に
引
き
継
が
れ
た
か
が
」
指
擁
し
た

l
ー
を
生
み
、

ま
た
プ
ハ

l
p

シ
を
め
ぐ
る
論
争
、

グ
ロ
ー
ス
マ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
を
生
み
だ
し
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
論
争
が
再
生
産
さ
れ
た
ゆ
え
ん
で

あ
る
。わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
制
経
済
秩
序
の
、

よ
り
高
度
松
、
他
の
秩
序
へ
の
移
行
の
法
郎
、
宮
、
現
実
の
「
生
き
た
生
活
の
矛
盾
」
と
し
て

す
る
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
の
問
題
と
す
る
ロ
崩
壊
理
論
」

の
内
容
で
あ
る
と
考
え
る
。
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そ
の
た
め
に
、
「
労
働
者
階
級
の
運
命
」
合
問
題
す
る
「
資
本
制
諸
積
の
一
般
的
法
関
」
の
作
用
が
、
労
働
者
階
級
を
「
絶
対
的
に
貧
困

化
」
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
的
経
消
秩
序
が
よ
り
高
度
の
秩
序
に
移
行
す
る
「
客
観
的
条
件
」
を
作
り
出
す
こ
と
を
分
析
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て

ツ
ガ
ン
の
如
く
、
「
表
式
」
に
よ
っ
て
、
「
数
学
的
に
」
「
託
明
」
を
与
え
て
も
、

そ
れ
は
、

事
実
そ
の
も
の
に
つ
い
て
何
も

る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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